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(57)【要約】
　アプリケーションコンテンツシグナリング情報を配送
するための方法は、受信機デバイスによって獲得される
べきアプリケーションのアプリケーションコンテンツア
イテム用のメタデータフラグメントを生成することと、
リニアサービスまたはリニアサービスのグループのレン
ダリングが、アプリケーションの中に埋め込まれたメデ
ィアプレーヤによって実行されることを示す、属性の第
1のセットをメタデータフラグメントに追加することと
、メタデータフラグメントを受信機デバイスへ送信する
こととを含み得る。属性の第1のセットは、アプリケー
ションに対するアプリケーション起動ページまたは起動
ファイルインジケータ、ならびに/またはアプリケーシ
ョンおよび関連するアプリケーションコンテンツアイテ
ムをレンダリングするための必須能力の表示を含み得る
。属性の第1のセットは、アプリケーション用の少なく
とも1つの配信ウィンドウに対する開始時刻および終了
時刻を含み得、少なくとも1つの配信ウィンドウは、少
なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される補助アプ
リケーションコンテンツについての情報に関連し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケーションコンテンツシグナリング情報を配送するための方法であって、
　受信機デバイスによって獲得されるべきアプリケーションの1つまたは複数のアプリケ
ーションコンテンツアイテム用のメタデータフラグメントを、サーバのプロセッサによっ
て生成するステップと、
　前記アプリケーションが関連するリニアサービスまたはリニアサービスのグループのレ
ンダリングが前記アプリケーションの中に埋め込まれたメディアプレーヤによって実行さ
れるという表示を含む属性の第1のセットを、前記プロセッサによって前記メタデータフ
ラグメントに追加するステップと、
　前記メタデータフラグメントを前記受信機デバイスへ、前記プロセッサによって送信す
るステップと
　を備える方法。
【請求項２】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションに対するアプリケーション起動ペー
ジまたは起動ファイルインジケータをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションおよびそれの関連する1つまたは複数
のアプリケーションコンテンツアイテムをレンダリングするための必須能力の表示をさら
に含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーション用の少なくとも1つの配信ウィンドウ
に対する開始時刻および終了時刻をさらに含み、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送
される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連する、
　請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　同じバージョンを有する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記アプ
リケーションコンテンツが同じである、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　アプリケーションコンテンツシグナリング情報を取得するための方法であって、
　アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム用のメタデータフラ
グメントを受信機デバイスのプロセッサによって受信するステップであって、前記メタデ
ータフラグメントが属性のセットを備える、ステップと、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含むかどうかを属性の前
記セットから前記プロセッサによって決定するステップと、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムを前記プロセッサによって取得するステップ
と、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含むという決定に応
答して、前記埋込みプレーヤを使用して前記アプリケーションコンテンツアイテムに関連
するメディアコンテンツを前記プロセッサによってレンダリングするステップと
　を備える方法。
【請求項８】
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含まないという決定
に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記アプリケーショ
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ンコンテンツアイテムに関連する前記メディアコンテンツを前記プロセッサによってレン
ダリングするステップ
　をさらに備える、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされるかどう
かを、前記プロセッサによって決定するステップと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされると
いう決定に応答して、前記埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスを前記プロセッサ
によってレンダリングするステップと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされない
という決定に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記主リ
ニアサービスを前記プロセッサによってレンダリングするステップと
　をさらに備える、請求項7に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
であるかどうかを、属性の前記セットに基づいて前記プロセッサによって決定するステッ
プと、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
でないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを前記プロセッ
サによって取得しないステップと
　をさらに備える、請求項7に記載の方法。
【請求項１１】
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の少なくとも1つの
配信ウィンドウを備えるかどうかを、前記プロセッサによって決定するステップと、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の前記少なくとも1
つの配信ウィンドウを備えるという決定に応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが開始時刻および終了時刻に関連するかどうか
を前記プロセッサによって決定し、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配
送される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するかどうかを、前記プ
ロセッサによって決定するステップと
　をさらに備える、請求項7に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語が、前記プロセッサにとって局所的に利用可
能な前記少なくとも1つのフィルタ用語と一致するという、前記プロセッサによる決定に
応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリケーシ
ョンコンテンツを前記プロセッサによってダウンロードおよび記憶し、
　　サーバのプロセッサによって公開されたアプリケーションプログラミングインターフ
ェースを呼び出すことによって、前記少なくとも1つの局所的に利用可能なフィルタ用語
を前記プロセッサによって取得するステップ
　をさらに備える、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
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関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれもが、前記プロセッサにとって局所
的に利用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれにも一致しないという決定に
応答して、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリ
ケーションコンテンツを前記プロセッサによって軽視するステップ
　をさらに備える、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定するためのフィルタ用語一致プロシー
ジャが実行されているという、前記プロセッサによる、前記少なくとも1つの配信ウィン
ドウの所与のバージョン識別子に対する決定に応答して、
　　同じバージョン識別子に関連する前記配信ウィンドウのいかなる他のインスタンスも
前記プロセッサによって無視し、
　　異なるバージョン識別子に関連する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送さ
れる前記補助アプリケーションコンテンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定
するための前記フィルタ用語一致プロシージャを、前記プロセッサによって実行するステ
ップ
　をさらに備える、請求項12に記載の方法。
【請求項１６】
　サーバであって、
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合されるとともに動作を実行するようにプロセ
ッサ実行可能命令を用いて構成されたプロセッサとを備え、前記動作が、
　　受信機デバイスによって獲得されるべきアプリケーションの1つまたは複数のアプリ
ケーションコンテンツアイテム用のメタデータフラグメントを生成することと、
　　前記アプリケーションが関連するリニアサービスまたはリニアサービスのグループの
レンダリングが前記アプリケーションの中に埋め込まれたメディアプレーヤによって実行
されるという表示を含む、アプリケーションコンテンツの属性の第1のセットを前記メタ
データフラグメントに追加することと、
　　前記メタデータフラグメントを前記受信機デバイスへ送信することとを備える、
　サーバ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションに対するアプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルインジケータをさらに含むような動作を実行す
るようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される、請求項16に記載のサーバ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションおよびそれの関
連する1つまたは複数のアプリケーションコンテンツアイテムをレンダリングするための
必須能力の表示をさらに含むような動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用い
て構成される、請求項16に記載のサーバ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションコンテンツ用の少なくとも1つの配信
ウィンドウに対する開始時刻および終了時刻をさらに含み、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送
される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するような動作を実行する
ようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される、
　請求項16に記載のサーバ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプ
リケーションコンテンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン
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識別子、および前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーション
コンテンツに関連する少なくとも1つのフィルタ用語を含むような動作を実行するように
プロセッサ実行可能命令を用いて構成される、請求項19に記載のサーバ。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、同じバージョンを有する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に
配送される前記アプリケーションコンテンツが同じであるような動作を実行するようにプ
ロセッサ実行可能命令を用いて構成される、請求項20に記載のサーバ。
【請求項２２】
　サーバであって、
　受信機デバイスによって獲得されるべきアプリケーションの1つまたは複数のアプリケ
ーションコンテンツアイテム用のメタデータフラグメントを生成するための手段と、
　前記アプリケーションが関連するリニアサービスまたはリニアサービスのグループのレ
ンダリングが前記アプリケーションの中に埋め込まれたメディアプレーヤによって実行さ
れるという表示を含む、アプリケーションコンテンツ用の属性の第1のセットを前記メタ
データフラグメントに追加するための手段と、
　前記メタデータフラグメントを前記受信機デバイスへ送信するための手段と
　を備えるサーバ。
【請求項２３】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションに対するアプリケーション起動ペー
ジまたは起動ファイルインジケータをさらに含む、請求項22に記載のサーバ。
【請求項２４】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションおよびそれの関連する1つまたは複数
のアプリケーションコンテンツアイテムをレンダリングするための必須能力の表示をさら
に含む、請求項22に記載のサーバ。
【請求項２５】
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーションコンテンツ用の少なくとも1つの配信
ウィンドウに対する開始時刻および終了時刻をさらに含み、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送
される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連する、
　請求項22に記載のサーバ。
【請求項２６】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項25に記載のサーバ。
【請求項２７】
　同じバージョンを有する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記アプ
リケーションコンテンツが同じである、請求項26に記載のサーバ。
【請求項２８】
　サーバに動作を実行させるように構成されたサーバ実行可能命令を記憶した非一時的プ
ロセッサ可読記憶媒体であって、前記動作が、
　受信機デバイスによって獲得されるべきアプリケーションの1つまたは複数のアプリケ
ーションコンテンツアイテム用のメタデータフラグメントを生成することと、
　前記アプリケーションが関連するリニアサービスまたはリニアサービスのグループのレ
ンダリングが前記アプリケーションの中に埋め込まれたメディアプレーヤによって実行さ
れるという表示を含む属性の第1のセットを、前記メタデータフラグメントに追加するこ
とと、
　前記メタデータフラグメントを前記受信機デバイスへ送信することとを備える、
　非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項２９】
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　前記記憶されたサーバ実行可能命令が、前記サーバに、属性の前記第1のセットが、前
記アプリケーションに対するアプリケーション起動ページまたは起動ファイルインジケー
タをさらに含むような動作を実行させるように構成される、請求項28に記載の非一時的プ
ロセッサ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記記憶されたサーバ実行可能命令が、前記サーバに、属性の前記第1のセットが、前
記アプリケーションおよびそれの関連する1つまたは複数のアプリケーションコンテンツ
アイテムをレンダリングするための必須能力の表示をさらに含むような動作を実行させる
ように構成される、請求項28に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項３１】
　前記記憶されたサーバ実行可能命令が、前記サーバに、
　属性の前記第1のセットが、前記アプリケーション用の少なくとも1つの配信ウィンドウ
に対する開始時刻および終了時刻をさらに含み、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送
される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するような動作を実行させ
るように構成される、
　請求項28に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記記憶されたサーバ実行可能命令が、前記サーバに、前記少なくとも1つの配信ウィ
ンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテンツについての前記情報が、その
配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記少なくとも1つの配信ウィンドウ
中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連する少なくとも1つのフィルタ用語
を含むような動作を実行させるように構成される、請求項31に記載の非一時的プロセッサ
可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記記憶されたサーバ実行可能命令が、前記サーバに、同じバージョンを有する前記少
なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記アプリケーションコンテンツが同じで
あるような動作を実行させるように構成される、請求項32に記載の非一時的プロセッサ可
読記憶媒体。
【請求項３４】
　受信機デバイスであって、
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合されるとともに動作を実行するようにプロセ
ッサ実行可能命令を用いて構成されたプロセッサとを備え、前記動作が、
　　アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム用のメタデータフ
ラグメントを受信することであって、前記メタデータフラグメントが属性のセットを備え
ることと、
　　前記アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含むかどうかを属性の
前記セットから決定することと、
　　前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得することと、
　　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含むという決定に
応答して、前記埋込みプレーヤを使用して前記アプリケーションコンテンツアイテムに関
連するメディアコンテンツをレンダリングすることとを備える、
　受信機デバイス。
【請求項３５】
　前記プロセッサが、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含まないという決定
に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記アプリケーショ
ンコンテンツアイテムに関連するメディアコンテンツをレンダリングすることをさらに備
える動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される、
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　請求項34に記載の受信機デバイス。
【請求項３６】
　前記プロセッサが、
　関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされるかどう
かを決定することと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされると
いう決定に応答して、前記埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリングす
ることと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされない
という決定に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記主リ
ニアサービスをレンダリングすることとをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ
実行可能命令を用いて構成される、
　請求項34に記載の受信機デバイス。
【請求項３７】
　前記プロセッサが、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
であるかどうかを、属性の前記セットに基づいて決定することと、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
でないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得しないこ
ととをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される、
　請求項34に記載の受信機デバイス。
【請求項３８】
　前記プロセッサが、
　現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための配信ウィンドウ
内にあるかどうかを属性の前記セットから決定することと、
　前記現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための前記配信ウ
ィンドウ内にないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取
得しないこととをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構
成される、
　請求項34に記載の受信機デバイス。
【請求項３９】
　前記プロセッサが、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の少なくとも1つの
配信ウィンドウを備えるかどうかを決定することと、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の前記少なくとも1
つの配信ウィンドウを備えるという決定に応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが開始時刻および終了時刻に関連するかどうか
を決定し、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配
送される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するかどうかを決定する
こととをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される
、
　請求項34に記載の受信機デバイス。
【請求項４０】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項39に記載の受信機デバイス。
【請求項４１】
　前記プロセッサは、
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　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語が、前記プロセッサにとって局所的に利用可
能な前記少なくとも1つのフィルタ用語と一致するという決定に応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリケーシ
ョンコンテンツをダウンロードおよび記憶し、
　　サーバのプロセッサによって公開されたアプリケーションプログラミングインターフ
ェースを呼び出すことによって、前記少なくとも1つの局所的に利用可能なフィルタ用語
を取得することをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構
成される、
　請求項40に記載の受信機デバイス。
【請求項４２】
　前記プロセッサは、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれもが、前記プロセッサにとって局所
的に利用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれにも一致しないという決定に
応答して、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリ
ケーションコンテンツを軽視することをさらに備える動作を実行するようにプロセッサ実
行可能命令を用いて構成される、
　請求項40に記載の受信機デバイス。
【請求項４３】
　前記プロセッサが、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定するためのフィルタ用語一致プロシー
ジャが実行されているという、前記少なくとも1つの配信ウィンドウの所与のバージョン
識別子に対する決定に応答して、
　　同じバージョン識別子に関連する前記配信ウィンドウのいかなる他のインスタンスも
無視し、
　　異なるバージョン識別子に関連する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送さ
れる前記補助アプリケーションコンテンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定
するための前記フィルタ用語一致プロシージャを実行することをさらに備える動作を実行
するようにプロセッサ実行可能命令を用いて構成される、
　請求項40に記載の受信機デバイス。
【請求項４４】
　受信機デバイスであって、
　アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム用のメタデータフラ
グメントを受信するための手段であって、前記メタデータフラグメントが属性のセットを
備える、手段と、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含むかどうかを属性の前
記セットから決定するための手段と、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得するための手段と、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含むという決定に応
答して、前記埋込みプレーヤを使用して前記アプリケーションコンテンツアイテムに関連
するメディアコンテンツをレンダリングするための手段と
　を備える受信機デバイス。
【請求項４５】
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含まないという決定
に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記アプリケーショ
ンコンテンツアイテムに関連する前記メディアコンテンツをレンダリングするための手段
　をさらに備える、請求項44に記載の受信機デバイス。
【請求項４６】



(9) JP 2019-515522 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

　関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされるかどう
かを決定するための手段と、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされると
いう決定に応答して、前記埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリングす
るための手段と、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされない
という決定に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記主リ
ニアサービスをレンダリングするための手段と
　をさらに備える、請求項44に記載の受信機デバイス。
【請求項４７】
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
であるかどうかを、属性の前記セットに基づいて決定するための手段と、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
でないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得しないた
めの手段と
　をさらに備える、請求項44に記載の受信機デバイス。
【請求項４８】
　現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための配信ウィンドウ
内にあるかどうかを属性の前記セットから決定するための手段と、
　前記現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための前記配信ウ
ィンドウ内にないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取
得しないための手段と
　をさらに備える、請求項44に記載の受信機デバイス。
【請求項４９】
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の少なくとも1つの
配信ウィンドウを含むかどうかを決定するための手段と、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の前記少なくとも1
つの配信ウィンドウを備えるという決定に応答して、前記少なくとも1つの配信ウィンド
ウが開始時刻および終了時刻に関連するかどうかを決定するための手段と、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送
される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するかどうかを決定するた
めの手段と
　をさらに備える、請求項44に記載の受信機デバイス。
【請求項５０】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項49に記載の受信機デバイス。
【請求項５１】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語が、前記受信機デバイスにとって局所的に利
用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語に一致するという決定に応答して、前記少な
くとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリケーションコンテン
ツをダウンロードおよび記憶するための手段と、
　サーバのプロセッサによって公開されたアプリケーションプログラミングインターフェ
ースを呼び出すことによって、前記少なくとも1つの局所的に利用可能なフィルタ用語を
取得するための手段と
　をさらに備える、請求項50に記載の受信機デバイス。
【請求項５２】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
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関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれもが、前記受信機デバイスにとって
局所的に利用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれにも一致しないという決
定に応答して、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助ア
プリケーションコンテンツを軽視するための手段
　をさらに備える、請求項50に記載の受信機デバイス。
【請求項５３】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定するためのフィルタ用語一致プロシー
ジャが実行されているという、前記少なくとも1つの配信ウィンドウの所与のバージョン
識別子に対する決定に応答して、同じバージョン識別子に関連する前記配信ウィンドウの
いかなる他のインスタンスも無視するための手段と、
　異なるバージョン識別子に関連する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送され
る前記補助アプリケーションコンテンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定す
るための前記フィルタ用語一致プロシージャを実行するための手段と
　をさらに備える、請求項50に記載の受信機デバイス。
【請求項５４】
　受信機デバイスに動作を実行させるように構成された受信機実行可能命令を記憶した非
一時的プロセッサ可読記憶媒体であって、前記動作が、
　アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム用のメタデータフラ
グメントを受信することであって、前記メタデータフラグメントが属性のセットを備える
ことと、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含むかどうかを属性の前
記セットから決定することと、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得することと、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含むという決定に応
答して、前記埋込みプレーヤを使用して前記アプリケーションコンテンツアイテムに関連
するメディアコンテンツをレンダリングすることとを備える、
　非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記アプリケーションコンテンツアイテムが前記埋込みプレーヤを含まないという決定
に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記アプリケーショ
ンコンテンツアイテムに関連する前記メディアコンテンツをレンダリングすることをさら
に備える動作を実行させるように構成される、
　請求項54に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされるかどう
かを決定することと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされると
いう決定に応答して、前記埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリングす
ることと、
　前記関連するリニアサービスを再生するために前記アプリケーションが必要とされない
という決定に応答して、前記受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して前記主リ
ニアサービスをレンダリングすることとをさらに備える動作を実行させるように構成され
る、
　請求項54に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項５７】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
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であるかどうかを、属性の前記セットに基づいて決定することと、
　前記受信機デバイスが前記アプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能
でないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取得しないこ
ととをさらに備える動作を実行させるように構成される、
　請求項54に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項５８】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための配信ウィンドウ
内にあるかどうかを属性の前記セットから決定することと、
　前記現在時刻が前記アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための前記配信ウ
ィンドウ内にないという決定に応答して、前記アプリケーションコンテンツアイテムを取
得しないこととをさらに備える動作を実行させるように構成される、
　請求項54に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項５９】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の少なくとも1つの
配信ウィンドウを備えるかどうかを決定することと、
　前記メタデータフラグメントの前記属性が前記アプリケーション用の前記少なくとも1
つの配信ウィンドウを備えるという決定に応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが開始時刻および終了時刻に関連するかどうか
を決定し、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウが、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配
送される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連するかどうかを決定する
こととをさらに備える動作を実行させるように構成される、
　請求項54に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツについての前記情報が、その配信ウィンドウに対するバージョン識別子、および前記
少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに関連す
る少なくとも1つのフィルタ用語を含む、請求項59に記載の非一時的プロセッサ可読記憶
媒体。
【請求項６１】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語が、前記受信機デバイスにとって局所的に利
用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語と一致するという決定に応答して、
　　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリケーシ
ョンコンテンツをダウンロードおよび記憶し、
　　サーバのプロセッサによって公開されたアプリケーションプログラミングインターフ
ェースを呼び出すことによって、前記少なくとも1つの局所的に利用可能なフィルタ用語
を取得することをさらに備える動作を実行させるように構成される、
　請求項60に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される各アプリケーションコンテンツに
関連する前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれもが、プロセッサにとって局所的に
利用可能な前記少なくとも1つのフィルタ用語のいずれにも一致しないという決定に応答
して、前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される対応する前記補助アプリケー
ションコンテンツを軽視することをさらに備える動作を実行させるように構成される、
　請求項60に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
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【請求項６３】
　前記記憶された受信機実行可能命令が、前記受信機デバイスに、
　前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送される前記補助アプリケーションコンテ
ンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定するためのフィルタ用語一致プロシー
ジャが実行されているという、前記少なくとも1つの配信ウィンドウの所与のバージョン
識別子に対する決定に応答して、
　　同じバージョン識別子に関連する前記配信ウィンドウのいかなる他のインスタンスも
無視し、
　　異なるバージョン識別子に関連する前記少なくとも1つの配信ウィンドウ中に配送さ
れる前記補助アプリケーションコンテンツをダウンロードおよび記憶すべきか否かを決定
するための前記フィルタ用語一致プロシージャを実行することをさらに備える動作を実行
させるように構成される、
　請求項60に記載の非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アプリケーションコンテンツパッケージングおよび配送のシグナリングに関
する。
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年3月18日に出願
した「Signaling of Application Content Packaging and Delivery」と題する米国仮特
許出願第62/310,366号の、米国連邦規則集371(c)の下での優先権の利益を主張するもので
ある。
【０００２】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年6月10日に出願
した「Signaling of Application Content Packaging and Delivery」と題する米国仮特
許出願第62/348,560号の、米国連邦規則集371(c)の下での優先権の利益を主張するもので
ある。
【０００３】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年9月27日に出願
した「Signaling of Application Content Packaging and Delivery」と題する米国仮特
許出願第62/400,418号の、米国連邦規則集371(c)の下での優先権の利益を主張するもので
ある。
【０００４】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2017年2月13日に出願
した「Signaling of Application Content Packaging and Delivery」と題する米国仮特
許出願第62/458,469号の、米国連邦規則集371(c)の下での優先権の利益を主張するもので
ある。
【０００５】
　本出願は、本明細書とともに同時に出願される「Signaling of Application Content P
ackaging and Delivery」と題する米国特許出願第15/457,145号に関する。
【背景技術】
【０００６】
　現在のネットワーク、たとえば、マルチメディアブロードキャスト/マルチキャストサ
ービス(MBMS: Multimedia Broadcast/Multicast Service)ネットワークでは、アプリケー
ションサービスに関連する様々なコンテンツアイテムが、ユニキャスト/ブロードバンド
配送、ブロードキャスト配送、ダウンロード配送などの異なる配送方法を介して利用可能
であり得る。しかしながら、現在のネットワークでは、アプリケーションに関連するアプ
リケーションコンテンツアイテム用のコンテンツ属性および配送属性をシグナリングする
文書は1つもない。コンテンツ源および配送情報のソースがこのように1つもないことは、
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現在のネットワークにおいて継続的なサービスを提供する際に課題をもたらす。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】3GPP TS26.346、セクション5.6
【非特許文献２】Signaling, Delivery, Synchronization, and Error Protection、ATSC
規格、S33-1
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　様々な実施形態は、アプリケーションコンテンツシグナリング情報を配送および取得す
るための方法、その方法を実施するプロセッサを有するコンピューティングデバイス、な
らびにその方法の動作をプロセッサに実行させるように構成された命令を含む非一時的プ
ロセッサ可読記憶媒体を含み得る。様々な実施形態は、受信機デバイスによって獲得され
るべきアプリケーションの1つまたは複数のアプリケーションコンテンツアイテム用のメ
タデータフラグメントを生成することと、第1の配送方法を介した配送のためのアプリケ
ーションコンテンツの属性の第1のセットをメタデータフラグメントに追加することと、
メタデータフラグメントを受信機デバイスへ送信することとを行うサーバのプロセッサを
含み得る。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、第1の配送方法はブロードキャスト配送を含み得、属性の第1
のセットは、アプリケーションコンテンツ用の階層化コーディングトランスポート(LCT: 
Layered Coding Transport)セッションのトランスポートセッション識別子、および各ア
プリケーションコンテンツアイテムのコンテンツロケーションを含み得る。いくつかの実
施形態では、第1の配送方法はユニキャスト配送を含み得る。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、属性の第1のセットは、各アプリケーションコンテンツアイ
テムのユニフォームリソースインジケータ(URI: Uniform Resource Indicator)を含み得
る。いくつかの実施形態では、属性の第1のセットは、アプリケーションに対するアプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルインジケータを含み得る。いくつかの実施形態
では、属性の第1のセットは、アプリケーションおよびそれの関連する1つまたは複数のア
プリケーションコンテンツアイテムをレンダリングするための必須能力の表示を含み得る
。いくつかの実施形態では、属性の第1のセットは、アプリケーションが関連する主サー
ビスのレンダリングがアプリケーションの中に埋め込まれたメディアプレーヤによって実
行されるべきであるという表示を含み得る。いくつかの実施形態では、属性の第1のセッ
トは、メタデータフラグメントによって記述された同じアプリケーションを使用する他の
主サービスのリストを含み得る。
【００１１】
　いくつかの実施形態は、アプリケーションコンテンツが第2の配送方法を介して配送さ
れてよいかどうかを決定することと、第2の配送方法を介した配送のためのアプリケーシ
ョンコンテンツの属性の第2のセットをメタデータフラグメントに追加することとを含み
得る。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、少なくとも1つの配信ウィンドウは、少なくとも1つの配信ウ
ィンドウ中に配送される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連し得る。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、補助アプリケーションコンテンツについての情報は、ファイ
ル配送オーバー単方向トランスポート(FLUTE: File Delivery Over Unidirectional Tran
sport)セッションまたはリアルタイムオブジェクト配送オーバー単方向トランスポート(R
OUTE: Real-Time Object Delivery over Unidirectional Transport)セッションを識別す
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るトランスポートセッション識別子(TSI: transport session identifier)、FLUTEセッシ
ョンまたはROUTEセッションに関連するファイル配送テーブル(FDT: File Delivery Table
)または拡張ファイル配送テーブル(EFDT: Extended File Delivery Table)の中のコンテ
ンツロケーション属性と一致する、補助アプリケーションコンテンツのリソース識別子、
および補助アプリケーションコンテンツがアプリケーションによって使用されると予想さ
れるいくつかの時間の表示のうちの、少なくとも1つを含み得る。
【００１４】
　様々な実施形態は、アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム
用のメタデータフラグメントを受信することと、アプリケーションコンテンツアイテムを
受信機デバイスに配送するための1つまたは複数の配送方法をメタデータフラグメントか
ら識別することと、識別された1つまたは複数の配送方法の中から配送方法を選択するこ
とと、アプリケーションコンテンツアイテムに対するロケーションを、選択された配送方
法に関連する属性のセットから決定することと、選択された配送方法を通じて、決定され
たロケーションからアプリケーションコンテンツアイテムを取得することとを行う受信機
デバイスのプロセッサを含み得る。
【００１５】
　いくつかの実施形態は、属性のセットの中の属性がアプリケーションコンテンツアイテ
ム用のアプリケーション起動ページまたは起動ファイルがあることを示すかどうかを決定
することと、属性のセットの中の属性がアプリケーション用のアプリケーション起動ペー
ジまたは起動ファイルがあることを示すという決定に応答して、選択された配送方法を通
じて、決定されたロケーションからアプリケーション起動ページまたは起動ファイルを取
得することとを含み得る。
【００１６】
　いくつかの実施形態は、アプリケーション起動ページまたは起動ファイルから起動され
たアプリケーションによる将来の使用のためにアプリケーションコンテンツアイテムをキ
ャッシュすることを含み得る。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション起動ページまたは起動ファイルを取得する
ことは、アプリケーションコンテンツアイテムを取得することよりも優先されてよい。そ
のような実施形態は、属性のセットの中の属性がアプリケーション用のアプリケーション
起動ページまたは起動ファイルがあることを示さないという決定に応答して、取得された
アプリケーションコンテンツアイテムをキャッシュすることを含み得る。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、選択される配送方法はブロードキャスト配送を含み得、アプ
リケーションコンテンツアイテムのロケーションを属性のセットから決定することは、ア
プリケーションコンテンツアイテム用の階層化コーディングトランスポート(LCT)セッシ
ョンとしてのトランスポートセッションを示す、属性のセットの中の第1の属性から、ア
プリケーションコンテンツアイテムのロケーションを決定することを含み得る。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、アプリケーションコンテンツアイテムのロケーションを属性
のセットから決定することは、アプリケーションコンテンツアイテム用の階層化コーディ
ングトランスポート(LCT)セッションとしてのトランスポートセッションを示す、属性の
セットの中の第1の属性から、かつLCTセッションの配送オブジェクトを示す、属性のセッ
トの中の第2の属性から、アプリケーションコンテンツアイテムのロケーションを決定す
ることを含み得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、選択される配送方法はユニキャスト配送を含み得る。そのよ
うな実施形態では、アプリケーションコンテンツアイテムのロケーションは、アプリケー
ションコンテンツアイテムのユニフォームリソースインジケータを示す、属性のセットの
中の第2の属性からさらに決定され得る。いくつかの実施形態では、属性の第1のセットは
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、メタデータフラグメントによって記述された同じアプリケーションを使用する他の主サ
ービスのリストを含み得る。
【００２１】
　様々な実施形態は、アプリケーションに関連するアプリケーションコンテンツアイテム
用のメタデータフラグメントを受信することと、配送方法をメタデータフラグメントから
選択することであって、メタデータフラグメントが属性のセットを備えることと、アプリ
ケーションコンテンツアイテムに対するロケーションを属性のセットから決定することと
、選択された配送方法を通じて、決定されたロケーションからアプリケーションコンテン
ツアイテムを取得することとを行う受信機デバイスのプロセッサを含み得る。
【００２２】
　いくつかの実施形態は、受信機デバイスがアプリケーションコンテンツアイテムを実行
することが可能であるかどうかを、属性のセットに基づいて決定することと、受信機デバ
イスがアプリケーションコンテンツアイテムを実行することが可能でないという決定に応
答して、アプリケーションコンテンツアイテムを取得しないこととを含み得る。
【００２３】
　いくつかの実施形態は、現在時刻がアプリケーションコンテンツアイテムを配送するた
めの配信ウィンドウ内にあるかどうかを、属性のセットから決定することと、現在時刻が
アプリケーションコンテンツアイテムを配送するための配信ウィンドウ内にあるという決
定に応答して、アプリケーションコンテンツアイテムを取得しないこととを含み得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態は、受信機デバイスがアプリケーションコンテンツアイテムをすで
に記憶しているかどうかを、属性のセットから決定することと、受信機デバイスがアプリ
ケーションコンテンツアイテムをすでに記憶しているという決定に応答して、アプリケー
ションコンテンツアイテムを取得しないこととを含み得る。
【００２５】
　いくつかの実施形態は、アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含む
かどうかを、属性のセットから決定することと、アプリケーションコンテンツアイテムが
埋込みプレーヤを含むという決定に応答して、埋込みプレーヤを使用してアプリケーショ
ンに関連するメディアコンテンツをレンダリングすることとを含み得る。そのような実施
形態は、アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含まないという決定に
応答して、受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用してアプリケーションに関連す
るメディアコンテンツをレンダリングすることを含み得る。そのような実施形態は、関連
する主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされるかどうかを決定
することと、関連する主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされ
るという決定に応答して、埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリングす
ることと、関連する主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされな
いという決定に応答して、受信機デバイス上のネイティブプレーヤを使用して主リニアサ
ービスをレンダリングすることとを含み得る。
【００２６】
　いくつかの実施形態は、アプリケーションコンテンツアイテムをキャッシュすることを
含み得る。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、属性の第1のセットは、メタデータフラグメントによって記
述された同じアプリケーションを使用する他の主サービスのリストを含み得る。
【００２８】
　さらなる実施形態は、上記で要約した方法の1つまたは複数の動作を実行するように構
成されたプロセッサおよび回路構成を有するサーバを含む。さらなる実施形態は、上記で
要約した方法の機能を実行するための手段を有するサーバを含む。さらなる実施形態は、
上記で要約した方法の動作をサーバに実行させるように構成されたサーバ実行可能命令を
記憶した非一時的プロセッサ可読記憶媒体を含む。
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【００２９】
　さらなる実施形態は、上記で要約した方法の1つまたは複数の動作を実行するように構
成されたプロセッサおよび回路構成を有する受信機デバイスを含む。さらなる実施形態は
、上記で要約した方法の機能を実行するための手段を有する受信機デバイスを含む。さら
なる実施形態は、上記で要約した方法の動作を受信機デバイスに実行させるように構成さ
れたサーバ実行可能命令を記憶した非一時的プロセッサ可読記憶媒体を含む。
【００３０】
　本明細書に組み込まれ本明細書の一部を構成する添付の図面は、例示的な実施形態を示
し、上記の概略的な説明および以下の詳細な説明とともに、本明細書で説明する様々な実
施形態の特徴を説明するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】様々な実施形態を伴う使用に適したネットワークの通信システムブロック図であ
る。
【図２Ａ】様々な実施形態を伴う使用に適したMBMSネットワークシステムの構成要素のブ
ロック図である。
【図２Ｂ】様々な実施形態を伴う使用に適したATSCネットワークシステムの構成要素のブ
ロック図である。
【図３】様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述のデータ構造図である。
【図４Ａ】様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述および関連するプロシー
ジャ記述の構成のデータ構造図である。
【図４Ｂ】様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述および関連するプロシー
ジャ記述の第2の構成のデータ構造図である。
【図４Ｃ】様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述および関連するプロシー
ジャ記述の第3の構成のデータ構造図である。
【図５】様々な実施形態による、メタデータフラグメントを使用してアプリケーションコ
ンテンツシグナリング情報を配送するための方法を示すプロセスフロー図である。
【図６】様々な実施形態による、メタデータフラグメントからアプリケーションコンテン
ツシグナリング情報を取得するための方法を示すプロセスフロー図である。
【図７】様々な実施形態による、メタデータフラグメントからアプリケーションコンテン
ツシグナリング情報を取得するための方法を示すプロセスフロー図である。
【図８】様々な実施形態による、リニアメディアランダムアクセスポイントと時間的な相
関関係にあるアプリケーションコンテンツアイテムを配信するための方法を示すプロセス
フロー図である。
【図９】様々な実施形態を伴う使用に適した例示的な受信機デバイスの構成要素図である
。
【図１０】様々な実施形態を伴う使用に適した例示的なサーバの構成要素図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　様々な実施形態が、添付の図面を参照しながら詳細に説明される。可能な場合はいつで
も、同一のまたは同様の部分を指すために、図面全体にわたって同一の参照番号が使用さ
れる。特定の例および実装形態に対してなされる参照は、例示を目的とし、本開示の範囲
または特許請求の範囲を限定するものではない。
【００３３】
　本明細書で使用する「モバイルデバイス」および「受信機デバイス」という用語は、セ
ルラー電話、スマートフォン、パーソナルマルチメディアプレーヤまたはモバイルマルチ
メディアプレーヤ、携帯情報端末(PDA)、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピ
ュータ、セットトップボックス、スマートブック、スマートウォッチ、家庭用娯楽システ
ム、テレビジョン、パームトップコンピュータ、ワイヤレス電子メール受信機、マルチメ
ディアインターネット対応セルラー電話、ワイヤレスゲームコントローラ、ならびにブロ
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ードキャストサービスを受信するためのプログラマブルプロセッサおよびメモリおよび回
路構成を含む、類似の個人用電子デバイスのうちのいずれか1つまたはすべてを指すよう
に、本明細書で互換的に使用される。
【００３４】
　様々な実施形態が、本明細書では「サーバ」という用語を使用して説明される。「サー
バ」という用語は、マスタ交換サーバ、ウェブサーバ、メールサーバ、ドキュメントサー
バ、コンテンツサーバ、または任意の他のタイプのサーバなどの、サーバとして機能する
ことが可能な任意のコンピューティングデバイスを指すために使用される。サーバは、専
用のコンピューティングデバイス、または(たとえば、コンピューティングデバイスをサ
ーバとして動作させ得るアプリケーションを実行する)サーバを含むコンピューティング
デバイスであってよい。サーバ(たとえば、サーバアプリケーション)は、全機能サーバ、
あるいはモバイルデバイス上の動的データベース間の同期サービスを提供するように構成
されるライトサーバ(light server)または2次サーバ(secondary server)(たとえば、ライ
トサーバアプリケーションまたは2次サーバアプリケーション)であってよい。ライトサー
バまたは2次サーバは、モバイルデバイス上に実装され得るスリムダウンバージョンのサ
ーバタイプ機能であってよく、それによって、本明細書で説明する機能を提供するのに必
要な程度にのみ、モバイルデバイスがインターネットサーバ(たとえば、企業電子メール
サーバ)として機能することを可能にする。
【００３５】
　MBMS(3GPP TS26.346のセクション5.6に記載されているような)またはリアルタイムオブ
ジェクト配送オーバー単方向トランスポート(ROUTE)を介した、現在の動的適応ストリー
ミングオーバーハイパーテキスト転送プロトコル(HTTP)(DASH)配送では、サービスのため
のユーザサービスバンドル記述(USBD: User Service Bundle Description)メタデータフ
ラグメントは、メディアプレゼンテーション記述(MPD: media presentation description
)を参照するmediaPresentationDescription要素を含み、DASH/ROUTEにおけるMBMS属性ま
たはapdUri属性の中に、関連プロシージャ記述(APD: Associated Procedure Description
)を参照するassociatedProcedureDescriptionURIも含んでよく、その両方が、DASHオーバ
ーMBMSまたはDASH/ROUTEサービスを記述するメタデータフラグメントである。しかしなが
ら、新型テレビジョンシステム委員会(ATSC)ネットワーク(3GPP TS26.346のセクション5.
6およびS33-1 ATSC規格:Signaling, Delivery, Synchronization, and Error Protection
に記載されているような)を介した現在のDASH/ROUTE配送では、MPDにおいて参照されるす
べてのリソースが単一のダウンロード配送セッションを通じて配送されなければならない
ので、mediaPresentationDescription要素の使用は制限される。
【００３６】
　第1の実装形態では、USBDは、アプリケーションコンテンツアイテムなどの、ATSC、MBM
S、または他の類似のネットワークにおいて利用可能なサービスに関連する1つまたは複数
のオブジェクトが、1つまたは複数の配送方法を通じて配送されてよいことを示し得る。
たとえば、USBDは、アプリケーションコンテンツが、ブロードキャスト配送、ユニキャス
ト/ブロードバンド配送、またはその両方を通じて獲得されてよいことを示し得る。USBD
は、アプリケーションサービスに関連するアプリケーションコンテンツアイテムを、それ
らのそれぞれの配送方法にマッピングし得る。USBDは、限定はしないが、配送コンテキス
ト、配送方法、オブジェクトアクセス情報、コンテンツ特性などを含む、関連するアプリ
ケーションサービスのコンテンツアイテムに関するメタデータを提供する、サービス(た
とえば、MBMSサービス、またはATSC3.0規格に従って配送されるような地上波放送TVサー
ビス)告知および発見情報のデータ構造コンポーネントであり得る。アプリケーションコ
ンテンツアイテムは、リニアサービスの中に含まれる放送事業者アプリケーションに関連
する、アプリケーションサービスもしくはアプリケーションファイル、メディアアセット
、またはアプリケーションパッケージの一部として配送される任意のコンテンツコンポー
ネントであり得る。ATSC3.0規格は、ATSC3.0サービスレイヤシグナリングデータのコンポ
ーネントとして、USBDの拡張バージョンを指定する。しかしながら、そのような拡張を用
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いても、USBDは、コンテンツロケーション、コンテンツタイプ、バージョン情報もしくは
パッケージ情報、またはコンテンツがアプリケーション起動ページを含むのか、それとも
起動ファイルを含むのかというインジケータなどの、アプリケーションコンテンツのいく
つかの情報または属性を示さない。この情報は、ATSC3.0システムのために提案される規
格などの、新興のパッケージングおよびシグナリング規格をサポートするのに有用であり
得る。
【００３７】
　第2の実装形態では、USBDによって参照されるAPDは、アプリケーションコンテンツアイ
テムなどの、ATSC、MBMS、または他の類似のネットワークにおいて利用可能なサービスに
関連する1つまたは複数のオブジェクトが、1つまたは複数の配送方法を通じて配送されて
よいことを示し得る。たとえば、APDは、アプリケーションコンテンツが、ブロードキャ
スト配送、ユニキャスト/ブロードバンド配送、またはその両方を通じて獲得されてよい
ことを示し得る。APDは、アプリケーションサービスに関連するアプリケーションコンテ
ンツアイテムを、それらのそれぞれの配送方法にマッピングし得る。APDは、限定はしな
いが、配送コンテキスト、配送方法、オブジェクトアクセス情報、コンテンツ特性などを
含む、関連するアプリケーションサービスのコンテンツアイテムに関するメタデータを提
供する、サービス(たとえば、MBMSサービス、またはATSC3.0規格に従って配送されるよう
な地上波放送TVサービス)告知および発見情報のデータ構造コンポーネントであり得る。
アプリケーションコンテンツアイテムは、リニアサービスの中に含まれる放送事業者アプ
リケーションに関連する、アプリケーションサービスもしくはアプリケーションファイル
、メディアアセット、またはアプリケーションパッケージの一部として配送される任意の
コンテンツコンポーネントであり得る。ATSC3.0規格は、ファイル修復に関するメタデー
タを搬送するための制約付きかつプロファイリングされたバージョンのMBMS APDの形式で
、APDを指定する。ATSC3.0では、USBD、APD、およびMPDは、ATSC3.0サービスレイヤシグ
ナリングデータのコンポーネントと見なされる。しかしながら、既存のATSC3.0 APDは、
コンテンツロケーション、コンテンツタイプ、バージョン情報もしくはパッケージ情報、
またはコンテンツがアプリケーション起動ページを含むのか、それとも起動ファイルを含
むのかというインジケータなどの、アプリケーションコンテンツのいくつかの情報または
属性を示さない。この目的のためのUSBDの使用と同様に、APDの中のこの情報は、ATSC3.0
システムのために提案される規格などの、新興のアプリケーションパッケージングおよび
シグナリング規格をサポートするのに有用であり得る。
【００３８】
　アプリケーションパッケージングおよびシグナリング情報を搬送するためにUSBDを使用
することと比較して、APDを使用してそうすることは、サービスID、名称、および言語(た
とえば、「12789」、「チャネルXBC」、「英語」)などのUSBDの中の基本サービスシグナ
リング情報が、極めて長期間-たとえば、数カ月または数年にわたって変更なしのままで
あってよい名目上静的なパラメータであるという利点をもたらす。このことは、ブロード
キャストサービスプロバイダまたは放送事業者にとって、擬似静的な情報としてUSBDの記
憶および配信を管理することを単純にする。一方、サービスシグナリングは本質的に動的
な性質のものである。たとえば、プログラム境界において変わることがあるサービスに関
連するアプリケーション機能は、ユニフォームリソースロケータ(URL)などの固定識別子
によって参照される、APDなどのメタデータフラグメントの中に配置される。異なるタイ
プのメタデータフラグメントの中で搬送される静的および動的なシグナリングデータのき
れいな分離は、サービス発見情報の管理に対するオーバーヘッドを最小限に抑える。
【００３９】
　様々な実施形態は、受信機デバイスへのアプリケーションコンテンツアイテムの配送の
ための配送方法についての情報も提供しながら、アプリケーションコンテンツアイテムに
関するコンテンツ属性情報の配送および受信を可能にする、方法ならびに通信システムお
よび通信デバイスを提供する。
【００４０】
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　様々な実施形態では、サーバ(たとえば、サービスシグナリングサーバ)は、1つまたは
複数のアプリケーションコンテンツアイテムが、受信機デバイスへの配送のための準備が
できているという通知を受信し得る。アプリケーションコンテンツアイテムは、アプリケ
ーション、すなわち、1つまたは複数のハイパーテキストマークアップ言語(HTML)ページ
に関連付けられ得る。受信機デバイス上で実行中のアプリケーションはアプリケーション
コンテンツアイテムを求める要求を開始してよく、またはアプリケーションコンテンツア
イテムの配送の利用可能性がサービスシグナリングによって告知され得る。サーバは、ア
プリケーションコンテンツ用のUSBDデータ構造またはAPDデータ構造を生成し得る。サー
バは、アプリケーションコンテンツアイテムに適用可能な配送方法ごとにアプリケーショ
ンコンテンツの属性のセットを追加することによって、USBDまたはAPDを拡張し得る。た
とえば、アプリケーションコンテンツは、ブロードキャスト、ユニキャスト/ブロードバ
ンド、またはその両方を通じて配送されてよい。配送方法ごとの属性のセットは、限定は
しないが、アプリケーションコンテンツのロケーション、アプリケーションコンテンツの
ソースフロー、アプリケーションコンテンツのコンテンツタイプ、アプリケーションコン
テンツのバージョン識別子、アプリケーションコンテンツのパッケージ識別子、ならびに
アプリケーションコンテンツがアプリケーション起動ページを含むのか、それとも取得お
よび起動され得る起動ファイルを含むのかを含み得る。
【００４１】
　USBDまたはAPDの中で搬送される別のタイプのアプリケーションコンテンツシグナリン
グ情報は、このアプリケーションコンテンツをブロードキャストチャネルを介して送信す
る1つまたは複数の開始時刻および終了時刻を規定する、アプリケーションコンテンツ用
の明示的なブロードキャスト配送ウィンドウまたは配信ウィンドウである。頻繁にかつ繰
り返し送られる必要がないアプリケーションコンテンツアイテムを、たとえば、ブロード
キャストカルーセル(broadcast carousel)の形式で配送することが有用であり得る。USBD
またはAPDの中で搬送される追加のアプリケーションコンテンツシグナリング情報は、起
動ページまたは起動ファイルを含む、アプリケーションコンテンツアイテムの同じセット
が適用されるサービスの識別情報であり得る。
【００４２】
　複数のサービスにわたって使用される共通アプリケーションの例示的な使用事例は、複
数のサービスを提供する放送局、または同じ無線周波数(RF)帯域幅割振り(たとえば、6MH
z)の中のいわゆる主/副TVチャネルの使用事例である。それらのサービス/チャネルは、そ
れらのサービス上でのコンテンツのプレイアウト中に個人仕様の広告または対話式表示な
どの拡張機能を提供するために、同じアプリケーションを採用し得る。同じ放送局によっ
て提供されるそれらのチャネル間で同調させるユーザに対して、受信機デバイスは、アプ
リケーションコンテンツアイテムのセットとそれらのコンテンツが適用可能なサービスと
の間の提携を学習するための根拠を有し得る。たとえば、受信機デバイスは、そのコンテ
ンツを記憶メモリから廃棄または削除し、直後に同じアプリケーションコンテンツを再び
全面的に獲得しなければならない代わりに、それらのサービス/チャネル間での変更中に
アプリケーションコンテンツを保持することを選んでよい。
【００４３】
　サーバは、APDおよび/またはUSBDを受信機デバイスへ送信してよく、受信機デバイスは
、サーバからUSBDまたはAPDを受信し得る。
【００４４】
　受信機デバイスは、アプリケーションコンテンツを受信機デバイスに配送するための1
つまたは複数の配送方法を、USBDまたはAPDから識別し得る。受信機デバイスは、配送方
法のうちの少なくとも1つを選択し得、選択された配送方法を通じた配送のためのアプリ
ケーションコンテンツのロケーション属性およびコンテンツ属性を求めてUSBDまたはAPD
を探索し得る。USBDまたはAPDは、選択された配送方法に関連する属性のセットを記憶し
得る。受信機デバイスは、アプリケーションコンテンツに対するロケーション、バージョ
ン識別子、パッケージ識別子、コンテンツタイプ、およびアプリケーションコンテンツが
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アプリケーション起動ページを含むのか、それとも起動ファイルを含むのかを含む、様々
なロケーション属性およびコンテンツ属性を属性のセットから決定し得る。受信機デバイ
スは、選択された配送方法を通じて、決定されたロケーションからアプリケーションコン
テンツを取得し得る。APDが配信ウィンドウ情報を記憶する場合、受信機デバイスは、配
信ウィンドウが依然としてアクティブである(すなわち、現在時刻が開始時刻と終了時刻
との間にある)かどうかを決定し得、配信ウィンドウがアクティブであるとき、アプリケ
ーションコンテンツアイテムを配信し得る。APDはまた、アプリケーションコンテンツに
関連付けられている1つまたは複数のサービスを記憶し得る。受信機デバイスがサービス
間で切り替える場合、受信機デバイスは、アプリケーションコンテンツが新たなサービス
にも適用可能であるかどうかを、USBDまたはAPDから決定し得る。USBDまたはAPDはまた、
それらが記述するアプリケーションコンテンツのアプリケーションファイルまたは起動ペ
ージが、アプリケーションコンテンツが属する主サービス、たとえば、リニアTVサービス
をレンダリングするために必要とされるかどうかという表示を含み得る。
【００４５】
　様々な実施形態は、その例が動的適応ストリーミングオーバーHTTP(DASH)サービス、RO
UTEサービス、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミングサービス、ハイパーテキスト
マークアップ言語(HTML)ページなどに関連するオブジェクトを含む、ATSCブロードキャス
トテレビジョンシステムまたはMBMSネットワークにおいて利用可能な任意のアプリケーシ
ョンサービスに関連する任意のアプリケーションコンテンツアイテムの配送に適用可能で
あり得る。DASH、ROUTE、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミング、およびHTMLペー
ジを例示的なアプリケーションサービスとして使用する様々な実施形態および例が本明細
書で説明されるが、DASH、ROUTE、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミング、およびH
TMLページの説明は、様々な実施形態の態様をよりよく示すための例にすぎず、特許請求
の範囲を限定することを意図するものではない。ATSCネットワークまたはMBMSネットワー
クにおける配送のための関連するオブジェクトを有する任意のアプリケーションサービス
などの他のアプリケーションサービスが、様々な実施形態とともに使用されてよく、様々
な実施形態の趣旨または範囲から逸脱することなく、様々な例および実施形態においてサ
ービスおよびサービスの関連するオブジェクトが置換されてよい。
【００４６】
　様々な実施形態では、USBDおよびAPDは、任意のフォーマットで生成されてよく、いか
なるプロトコル技術またはブロードキャスト技術にも固有でないUSBDまたはAPD(たとえば
、MBMSユーザサービス告知および発見メタデータフラグメント、ATSC3.0サービスレイヤ
シグナリングメタデータフラグメント、スタンドアロン文書などの集合体のうちの任意の
1つ)として、DASH固有のアプリケーションサービス文書(たとえば、MPDなど)として、リ
ンクされたオブジェクトを有するHTMLページ、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミン
グ固有のアプリケーションサービス文書(たとえば、M3U8ファイル)、または任意の他のタ
イプの文書として含む、異なるアプリケーションサービスに適用可能であり得る。
【００４７】
　様々な実施形態では、アプリケーションサービスのアプリケーションコンテンツアイテ
ムは、ファイル配送オーバー単方向トランスポート(FLUTE)セッションを介したブロード
キャスト配送によるコンテンツアイテムまたはメディアコンポーネントとして、ROUTEセ
ッションを介したブロードキャスト配送によるコンテンツアイテムまたはメディアコンポ
ーネントとして、かつ/あるいはHTTPユニキャスト配送によるコンテンツアイテムまたは
メディアコンポーネントとして含む、1つまたは複数の配送コンテキストを通じて配送さ
れてよい。一例として、アプリケーションサービスは、複数のFLUTEセッションもしくはR
OUTEセッションを通じて、またはHTTPユニキャストを通じて配送される、メディアストリ
ームを含んでよい。
【００４８】
　図1は、様々な実施形態を伴う使用に適したセルラーネットワークシステム100を示す。
セルラーネットワークシステム100は、受信機デバイス102、1つまたは複数のセルラータ
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ワーまたは基地局104、ならびにインターネット110に接続されたサーバ108および112など
の、複数のデバイスを含み得る。受信機デバイス102は、セルラータワーまたは基地局104
を用いて、第3世代(3G)、第4世代(4G)、ロングタームエボリューション(LTE)、時分割多
元接続(TDMA)、符号分割多元接続(CDMA)、CDMA2000、ワイドバンドCDMA(WCDMA(登録商標)
)、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))、シングルキャリア無線伝送技術
(1xRTT)、およびユニバーサル移動電気通信システム(UMTS)、または任意の他のタイプの
接続を含む、1つまたは複数のセルラー接続106を介してデータを交換し得る。
【００４９】
　セルラータワーまたは基地局104は、インターネット110に接続し得るルータと通信して
いてよい。このようにして、セルラータワーもしくは基地局104への接続および/またはイ
ンターネット110を介して、受信機デバイス102とサーバ108および112との間でデータが交
換され得る。一実施形態では、サーバ108は、受信機デバイス102およびセルラータワーま
たは基地局104を含むセルラーネットワーク100の動作、ならびにコンテンツサーバ108お
よび112から受信機デバイス102へのサービスのプロビジョニングを制御する、1つまたは
複数のブロードキャストネットワーク事業者サーバであり得る。
【００５０】
　図2Aは、アプリケーションサービスエンコーダ202、MBMSネットワーク事業者サーバ204
、HTTPサーバ208、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター(BMSC: Broadcast 
Multicast Service Center)サーバ206、および受信機デバイス207を含む、MBMSネットワ
ークの様々な構成要素を示す。受信機デバイス207は、ユニキャスト配送、ブロードキャ
スト配送、MBMSダウンロード配送などの様々な配送方法を介してアプリケーションコンテ
ンツアイテムの受信を管理し得るとともに、受信されたアプリケーションコンテンツアイ
テムをDASHプレーヤ、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミングプレーヤなどのアプリ
ケーションサービス受信機216にとって利用可能にし得る、MBMS参照クライアント209を含
み得る。アプリケーションサービスエンコーダ202は、DASH、ROUTE、Apple(登録商標) HT
TPライブストリーミングなどのアプリケーションサービスフォーマットでアプリケーショ
ンコンテンツアイテムを符号化し得、サービスのためのオブジェクトを、受信機デバイス
207への配送のためにMBMSネットワーク事業者サーバ204に出力し得る。アプリケーション
サービスエンコーダ202は、受信機デバイス207のアプリケーションサービス受信機216に
よって使用される同じアプリケーションサービスフォーマットであるアプリケーションサ
ービスフォーマットを使用して、サービスのアプリケーションコンテンツアイテムを符号
化し得る。MBMSネットワーク事業者サーバ204は、サービスのためのアプリケーションコ
ンテンツアイテムをアプリケーションサービスエンコーダ202から受信し得、サービスの
セグメントをプルーニングし得、適宜に他のポリシーを適用し得る。
【００５１】
　MBMSネットワーク事業者サーバ204は、アプリケーションコンテンツアイテムの様々な
属性、ネットワークポリシー、および/または他の考慮事項(たとえば、帯域幅、予想され
る人気、コンテンツダイナミクスなど)に基づいて、DASHメディアプレゼンテーションの
ためのMPD、HTMLページ、Apple(登録商標) HTTPライブストリーミングM3U8プレイリスト
などのアプリケーションサービスエントリポイント文書を生成し得、アプリケーションサ
ービスエントリポイント文書をBMSCサーバ206およびHTTPサーバ208に送り得る。MBMSネッ
トワーク事業者サーバ204はまた、USBDを生成し得、USBD、およびアプリケーションサー
ビス用のアプリケーションコンテンツアイテムをBMSCサーバ206および/またはHTTPサーバ
208に提供し得る。
【００５２】
　BMSCサーバ206は、USBD、他のネットワークポリシー表示、アプリケーションサービス
エントリポイント文書、およびアプリケーションサービスのアプリケーションコンテンツ
アイテムを、FLUTEを介してMBMS参照クライアント209の3GPP MBMSクライアント210に提供
し得る。
【００５３】
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　3GPP MBMSクライアント210は、USBD、他のネットワークポリシー表示、アプリケーショ
ンサービスエントリポイント文書、およびアプリケーションサービスのアプリケーション
コンテンツアイテムを、MBMS参照クライアント209のポリシープロキシおよびカバレージ
検出ユニット214に提供し得る。
【００５４】
　HTTPサーバ208は、USBD、他のネットワークポリシー表示、アプリケーションサービス
エントリポイント文書、およびアプリケーションサービスのアプリケーションコンテンツ
アイテムを、MBMS参照クライアント209のポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニッ
ト214に提供し得る。
【００５５】
　3GPP MBMSクライアント210ならびにポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット21
4は、受信されたアプリケーションコンテンツアイテムを、MBMS参照クライアント209のHT
TPサーバ212に提供し得る。
【００５６】
　ポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、サービスのアプリケーション
コンテンツアイテムを求める要求をアプリケーションサービス受信機216から受信し得、
アプリケーションサービスフォーマットに適合するアプリケーションコンテンツアイテム
を、アプリケーションサービス受信機216に提供し得る。
【００５７】
　動作においては、MBMS参照クライアント209のポリシープロキシおよびカバレージ検出
ユニット214は、受信されたUSBDを構文解析し得、アプリケーションサービスのアプリケ
ーションコンテンツアイテムがBMSCサーバ206から入手可能であるのか、それともHTTPサ
ーバ208から入手可能であるのか、サービスに適用可能な何らかのサービスエリア制約、
サービスに適用可能な何らかのグループ制約などの、サービスについての情報を識別し得
る。
【００５８】
　アプリケーションコンテンツを求める要求が、ポリシープロキシおよびカバレージ検出
ユニット214においてアプリケーションサービス受信機216から受信されると、ポリシープ
ロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、USBDの中の情報および他の情報(たとえば、
現在のサービスエリア、現在のカバレージエリア、グループ関連付けなど)に基づいて、
要求されたアプリケーションコンテンツ用の配送方法を選択し得る。たとえば、ポリシー
プロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、受信機デバイス207がMBMSカバレージエリ
アの外側にあると決定することがあり、したがって、アプリケーションコンテンツのため
にユニキャスト/ブロードバンド配送を選択し得る。別の例として、ポリシープロキシお
よびカバレージ検出ユニット214は、USBDに基づいて、制限付きサービスエリアの中でユ
ニキャスト/ブロードバンド配送とマルチキャスト/ブロードキャスト配送の両方を介して
アプリケーションコンテンツが利用可能であると決定することがある。さらなる例として
、ポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、受信機デバイス207が、マルチ
キャスト/ブロードキャスト配送を受信する権限を有するグループのメンバーでないと決
定することがあり、したがって、アプリケーションコンテンツのユニキャスト/ブロード
バンド配送を選択し得る。
【００５９】
　ポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、受信機デバイス207が位置する
現在のサービスエリアが、USBDにおいて列挙された制限付きサービスエリアと一致するこ
と、および/または受信機デバイス207が関連付けられている現在のグループが、USBDにお
いて列挙された制限付きグループと一致することを決定することがあり、したがって、ア
プリケーションコンテンツのためにマルチキャスト/ブロードキャスト配送を選択し得る
。要求されたアプリケーションコンテンツアイテムがBMSCサーバ206またはHTTPサーバ208
から受信されると、ポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット214は、それぞれ、3
GPP MBMSクライアント210もしくはHTTPサーバ212からアプリケーションコンテンツアイテ
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ムを直接受信し得るか、またはHTTPサーバ208からアプリケーションコンテンツアイテム
を取り出し得る。アプリケーションコンテンツアイテムは、次いで、ポリシープロキシお
よびカバレージ検出ユニット214からアプリケーションサービス受信機216に提供され得る
。このようにして、アプリケーションサービス受信機216は、アプリケーションサービス
受信機216においていかなるMBMS配送方法選択論理も必要とされることなく、ユニキャス
ト/ブロードバンドまたはマルチキャスト/ブロードキャストを介してアプリケーションコ
ンテンツアイテムを受信し得る。
【００６０】
　図2Bは、サービスシグナリングサーバ278、アプリケーションコンテンツプロバイダ280
、DASHコンテンツプロバイダ252、ブロードキャストストリーム送信機262、DASHサーバ26
8、アプリケーションコンテンツサーバ282、および受信機デバイス276を含む、ATSC3.0規
格ネットワーク250の様々な構成要素を示す。受信機デバイス276は、ユニキャスト/ブロ
ードバンド、ブロードキャストなどの様々な配送方法を介して、ATSC3.0規格を通じてコ
ンテンツを受信することが可能であり得る。受信機デバイス276は、DASHセグメント260か
らなる受信されたリニアサービスコンテンツを、DASHプレーヤなどの、コンテンツを消費
する受信機デバイス276内のアプリケーションクライアントにとって利用可能にさせてよ
く、起動されるべきアプリケーションファイルや起動されたアプリケーションによって使
用されるべきメディアアセットファイルなどの、アプリケーションコンテンツを獲得し得
る。DASHコンテンツプロバイダ252は、アプリケーションコンテンツアイテムを符号化す
るオーディオエンコーダ、ビデオエンコーダ、および字幕付け(CC: closed captioning)
エンコーダなどの、様々なエンコーダから入力を取り入れる国際標準化機構ベースメディ
アファイルフォーマット(ISOBMFF: International Organization for Standardization b
ase media file format)カプセル化ユニット256を有し得る。ISOBMFFカプセル化ユニット
256は、エンコーダのコンテンツをISOBMFFでカプセル化してDASHセグメント260を生成し
得る。アプリケーションコンテンツプロバイダ280は、受信機デバイス276によるブロード
キャストおよび/またはユニキャスト/ブロードバンド受信にとって利用可能なアプリケー
ションコンテンツアイテムを提供し得る。ブロードキャストを介して配送されるとき、受
信機デバイス276は、FLUTEまたはROUTEなどのプロトコルを使用してブロードキャストネ
ットワーク272からアプリケーションコンテンツアイテムを取得し得る。ユニキャスト/ブ
ロードバンドを介して利用可能であるとき、受信機デバイス276は、HTTPプロトコルを使
用してアプリケーションコンテンツサーバ282にアプリケーションコンテンツアイテムを
要求し得る。
【００６１】
　サービスシグナリングサーバ278は、DASHセグメント260用のMPD258を生成するMPD生成
ユニット254を含み得る。MPD258は、DASHセグメント260についての様々なメタデータ情報
を含み得る。サービスシグナリングサーバ278はまた、アプリケーションコンテンツプロ
バイダ280によって提供されるアプリケーションコンテンツアイテムの様々なコンテンツ
属性および配送属性を記述するメタデータを含むUSBD、ならびに他のサービスシグナリン
グフラグメントを生成し得る。MPD258、USBD、および他のサービスシグナリングフラグメ
ントは、ブロードキャストストリーム送信機262を通じて受信機デバイス276へ送信され得
る。代替として、サービスシグナリングデータは、サービスシグナリングサーバ278から
ユニキャスト/ブロードバンド検索を介してアクセス可能であり得る。
【００６２】
　DASHコンテンツプロバイダ252は、受信機デバイス276への配送のために、ブロードキャ
ストストリーム送信機262およびDASHサーバ268のうちのどちらか一方または両方にDASHセ
グメント260を出力し得る。ブロードキャストストリーム送信機262は、a)DASHコンテンツ
プロバイダ252から受信されるDASHセグメント260、b)アプリケーションコンテンツプロバ
イダ280からのアプリケーションコンテンツアイテム、ならびにc)サービスシグナリング
サーバ278によって生成されるUSBD、MPD、および他のサービスシグナリングフラグメント
を含み得るコンテンツを有するブロードキャストストリームを生成するための、ブロード
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キャストストリーム生成器ユニット264を含み得る。ブロードキャストストリーム送信機2
62はまた、ROUTEセッションを介してDASHセグメント260を送信するためのROUTE送信機266
を含み得る。ブロードキャストストリーム送信機262は、MPD258、DASHセグメント260、US
BD、および他のサービスシグナリングフラグメントを、ブロードキャストネットワーク27
2を通じて受信機デバイス276へ送信し得る。DASHサーバ268は、DASHセグメント260をフォ
ーマッティングするとともにそれをユニキャスト/ブロードバンドネットワーク274を介し
て受信機デバイス276へ送信するための、HTTPサーバ270を含み得る。受信機デバイス276
は、DASHサーバ268と交信しDASHセグメント260を取得するために、ブロードキャストネッ
トワーク272またはユニキャスト/ブロードバンドネットワーク274のいずれかを利用し得
る。ATSC3.0規格ネットワーク250は、図2Bに示さない追加の構成要素を含んでよい。
【００６３】
　図3は、様々な実施形態による、USBD300の一部分のデータ構造図である。USBD300は、A
TSC3.0A/331仕様に対するUSBDスキーマの一例である。しかしながら、説明は図示された
特定のUSBDスキーマに限定されず、様々なUSBDスキーマに適用可能であり得る。USBD300
は、コンテンツサーバ(たとえば、アプリケーションサービスエンコーダ202)から受信機
デバイス(たとえば、アプリケーションサービス受信機216)に配送されるべきアプリケー
ションコンテンツアイテムの様々な配送属性およびコンテンツ属性を記述し得る。USBD30
0は、ネットワーク事業者サーバ(たとえば、MBMSネットワーク事業者サーバ204)によって
生成され得、受信機デバイスが1つまたは複数の配送方法(たとえば、ブロードキャスト、
ユニキャスト/ブロードバンド)を通じてアプリケーションコンテンツアイテムを取得し得
るように受信機デバイスに提供され得る。
【００６４】
　USBD300は、アプリケーションコンテンツの配送方法、およびブロードキャスト配送の
場合には、アプリケーションコンテンツアイテムが搬送される非同期階層化コーディング
(ALC: Asynchronous Layered Coding)または階層化コーディングトランスポート(LCT)セ
ッションまたはチャネルを指定する、配送方法要素302(「deliveryMethod」と標示される
)を含み得る。アプリケーションコンテンツは2つ以上の方法で配送されてよく、そのため
、USBD300は配送方法要素302の複数のインスタンスを含み得る。たとえば、USBD300は、
配送方法要素302の子要素であるブロードキャスト配送要素304(「broadcastAppService」
と標示される)を含み得る。ブロードキャスト配送要素304は、アプリケーションコンテン
ツが受信機デバイスに、たとえば、全体的なブロードキャストを通じてサービスエリア内
のすべての受信機デバイスに配送されてよいことを示す。USBD300は、代替的にまたはブ
ロードキャスト配送要素304に加えて、配送方法要素302の子要素であるユニキャスト配送
要素308(「unicastAppService」と標示される)を含み得る。ユニキャスト配送要素308は
、アプリケーションコンテンツが、たとえば、サーバと受信機デバイスとの間のブロード
バンドの有線通信チャネルまたはワイヤレス通信チャネルを通じて、個々の受信機デバイ
スに配送されてよいことを示す。
【００６５】
　配送方法子要素304、308の各々は、それぞれ、属性のセット306、310に関連し得る。属
性のセット306、310は、アプリケーションコンテンツをどこでどのように取得すべきかに
ついて受信機デバイスに知らせるコンテンツ属性を指定し得る。たとえば、ブロードキャ
スト配送要素304に対する属性のセット306は、ブロードキャストを通じてアプリケーショ
ンコンテンツアイテムを配送するための階層化コーディングトランスポート(LCT)セッシ
ョンまたはROUTEセッションのソースフローを識別する、「tsiRef」と標示される属性を
含み得る。属性のセット306はまた、アプリケーションコンテンツアイテムを求める要求
が受信機デバイス上のアプリケーションによって開始されなかった場合にLCT/ROUTEセッ
ションにおける配送オブジェクトを指定する、「contentLocation」と標示される属性を
含み得る。受信機デバイス上のアプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテム
を要求した場合、配送オブジェクトは、アプリケーションによってサブミットされた要求
ユニフォームリソースインジケータ(URI)によって指定され得る。したがって、いくつか
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の実施形態では、属性のセット306は「contentLocation」属性を含まなくてよい。
【００６６】
　アプリケーションコンテンツのブロードキャスト配送の場合、属性のセット306はまた
、アプリケーションコンテンツがアプリケーション起動ページも含むのか、それとも受信
機デバイスによってダウンロードおよび起動されるべき起動ファイルも含むのかを示す、
「IsEntry」と標示される属性を含み得る。「IsEntry」属性は、ブール値(すなわち、真
または偽、1または0)であってよい。属性のセット306はまた、アプリケーションコンテン
ツアイテムが複数のコンテンツアイテムを有するコンテンツパッケージの一部である場合
にパッケージ識別子を指定する、「packageID」と標示される属性を含み得る。パッケー
ジ識別子は、同じパッケージの中に属するアプリケーションコンテンツアイテムを識別お
よびグループ化するために使用され得る。属性のセット306はまた、アプリケーションコ
ンテンツアイテムのバージョン識別子を指定する、「versionID」と標示される属性を含
み得る。バージョン識別子は、たとえば、同じメディアファイルの異なる解像度、符号化
、またはビットレートの間で区別するために使用され得る。
【００６７】
　ユニキャスト配送要素308に関連する属性のセット310は、類似の属性を含み得る。たと
えば、属性のセット310は、各アプリケーションコンテンツアイテムのインターネットメ
ディアタイプまたはマルチメディアインターネットメッセージ拡張(MIME: Multimedia In
ternet Message Extensions)タイプを識別する、「contentType」と標示される属性を含
み得る。たとえば、インターネットメディアタイプは、様々なテキストファイルタイプ、
グラフィカルファイルタイプ、オーディオファイルタイプ、およびビデオファイルタイプ
を含み得る。属性のセット310はまた、各アプリケーションコンテンツアイテムのユニフ
ォームリソースインジケータ(URI)を指定する、「contentLocation」と標示される属性を
含み得る。受信機デバイス上のアプリケーションがアプリケーションコンテンツを要求し
た場合、属性のセット310は「contentLocation」属性を含まなくてよい。
【００６８】
　アプリケーションコンテンツのブロードバンド配送またはユニキャスト配送の場合、属
性のセット310はまた、アプリケーションコンテンツがアプリケーション起動ページも含
むのか、それとも受信機デバイスによって取得および起動されるべき起動ファイルも含む
のかを示す、「IsEntry」と標示される属性を含み得る。「IsEntry」属性は、ブール値(
すなわち、真または偽、1または0)であってよい。属性のセット310はまた、アプリケーシ
ョンコンテンツアイテムが複数のコンテンツアイテムを有するコンテンツパッケージの一
部である場合にパッケージ識別子を指定する、「packageID」と標示される属性を含み得
る。属性のセット310はまた、アプリケーションコンテンツアイテムのバージョン識別子
を指定する、「versionID」と標示される属性を含み得る。属性のセット306、310は、た
とえば、図4Bを参照しながら説明するように、図3に示さない追加の属性を含んでよい。
【００６９】
　配送方法子要素304、308はまた、それぞれ、「basePattern」子要素312、314に関連付
けられ得る。「basePattern」子要素、すなわち、ベースパターン子要素312、314は、関
連するアプリケーションコンテンツの配送方法を決定するためのベースユニフォームリソ
ースロケータ(URL)を列挙し得る。いくつかの実施形態では、配送方法子要素304、308は
、アプリケーションコンテンツを取得するための代替ソースを表す2つ以上の「basePatte
rn」子要素を有してよい。配送方法子要素304、308は、図3に示さない追加の子要素を有
してよい。
【００７０】
　図4A～図4Cは、様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述および関連するプ
ロシージャ記述の構成の様々なデータ構造図を示す。たとえば、図4Aは、様々な実施形態
による、USBD402によって参照されるAPD404の一部分のデータ構造図400を示す。APD404お
よびUSBD402は、同じFLUTEセッションまたはROUTEセッションを通じて受信機デバイスに
配送され得る。USBD402およびAPD404は、組み合わせられて、主サービス(たとえば、ATSC
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3.0サービス)に関連するアプリケーションコンテンツのパッケージング、配送、および他
の特性をシグナリングするために使用され得る。USBD402は、アプリケーションコンテン
ツ用の配送経路情報の基本的な識別情報を提供し得るが、アプリケーションコンテンツア
イテムの獲得、識別、および使用に関する詳細は、APD404の中で指定され得る。USBD402
は、APD404へのリンクを参照するかまたはそれを含むapdURI要素406を含み得る。APD404
は、コンテンツサーバ(たとえば、アプリケーションサービスエンコーダ202)から受信機
デバイス(たとえば、アプリケーションサービス受信機216)に配送されるべきアプリケー
ションコンテンツアイテムの様々な配送属性およびコンテンツ属性を記述し得る。USBD40
2およびAPD404は、ネットワーク事業者サーバ(たとえば、MBMSネットワーク事業者サーバ
204)によって生成され得、受信機デバイスが1つまたは複数の配送方法(たとえば、ブロー
ドキャスト、ユニキャスト/ブロードバンド)を通じてアプリケーションコンテンツを取得
できるように受信機デバイスに提供され得る。
【００７１】
　APD404は、アプリケーションコンテンツの配送方法(たとえば、ユニキャストまたはブ
ロードキャスト)に基づいてアプリケーションコンテンツ属性を指定する、アプリケーシ
ョンコンテンツ特性要素408(「appContentProperties」と標示される)を含み得る。アプ
リケーションコンテンツは2つ以上の方法で配送されてよく、そのため、APD404は、配送
方法ごとに属性の複数のセットを含み得る。たとえば、アプリケーションコンテンツ特性
要素408は、アプリケーションコンテンツのブロードキャスト配送に関連する属性のセッ
ト410、およびアプリケーションコンテンツのユニキャスト/ブロードキャスト配送に関連
する属性のセット412を含み得る。属性のセット410、412は、それぞれ、図3を参照しなが
ら説明される属性のセット306、310と類似であってよい。データ構造図400に示す構成は
、USBD402の中のメタデータを静的または固定に保つための方法を提供するが、APD404の
中のメタデータは動的であってよい。言い換えれば、異なるメタデータフラグメントの中
で搬送される静的なシグナリングデータおよび動的なシグナリングデータが分離される。
【００７２】
　図4Bは、様々な実施形態による、USBD452によって参照されるAPD454の一部分の代替デ
ータ構造図450を示す。APD454およびUSBD452は、同じFLUTEセッションまたはROUTEセッシ
ョンを通じて受信機デバイスに配送され得る。USBD402およびAPD404は、組み合わせられ
て、主サービス(たとえば、ATSC3.0サービス)に関連するアプリケーションコンテンツの
パッケージング、配送、および他の特性をシグナリングするために使用され得る。図4Aに
示すデータ構造図400とは対照的に、すべてのアプリケーションコンテンツシグナリング
がAPD454の中に含まれる。USBD452は、APD454へのリンクを参照するかまたはそれを含むa
pdURI要素456を含み得る。APD454は、コンテンツサーバ(たとえば、アプリケーションサ
ービスエンコーダ202)から受信機デバイス(たとえば、アプリケーションサービス受信機2
16)に配送されるべきアプリケーションコンテンツの様々な配送属性およびコンテンツ属
性を記述し得る。USBD452およびAPD454は、ネットワーク事業者サーバ(たとえば、MBMSネ
ットワーク事業者サーバ204)によって生成され得、受信機デバイスが1つまたは複数の配
送方法(たとえば、ブロードキャスト、ユニキャスト/ブロードバンド)を通じてアプリケ
ーションコンテンツを取得し得るように受信機デバイスに提供され得る。アプリケーショ
ンが主サービスに関連する放送事業者アプリケーションである場合、そのようなアプリケ
ーションは、HTMLページおよびマルチメディアファイルを備え相互に関係する文書のセッ
トと見なされてよく、起動またはエントリポイントHTMLページは、以前のアプリケーショ
ン起動ページであり得る。この枠組みは、それのランタイム環境およびアプリケーション
レイヤ/プレゼンテーションレイヤのW3C整合に対して、ATSCに関して使用される用語と整
合され得る。
【００７３】
　APD454は、受信機デバイスが特定の規格(たとえば、ATSC3.0)に従ってアプリケーショ
ンコンテンツアイテムを取得するために利用し得る属性を含む、1つまたは複数のアプリ
ケーションコンテンツ要素458(「appContent」と標示される)を含み得る。各アプリケー
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ションコンテンツ要素458は、異なる通信規格または通信技術に関連し得る。
【００７４】
　各アプリケーションコンテンツ要素458は、アプリケーションコンテンツのそのインス
タンスのアプリケーションコンテンツアイテムが取得され得るURIを指定する、ロケーシ
ョン要素460(「location」と標示される)を含み得る。ロケーション要素460はまた、対応
するアプリケーションコンテンツアイテム用の配送方法(たとえば、ブロードキャスト、
ユニキャスト/ブロードバンド)を指定する、トランスポート属性を含み得る。トランスポ
ート属性が、配送方法がブロードキャストであることを示す場合、受信機デバイスは、対
応するトランスポートセッション識別子またはTSI(「tsiRef」と標示される)への参照を
提供する属性を介して、アプリケーションコンテンツアイテムをダウンロードするために
使用されるべきROUTEセッションまたはLCTチャネルを決定し得る。その後、受信機デバイ
スは、そのセッションに接続して、FLUTEのFDTと類似である拡張ファイル配送テーブル(E
FDT)の中の「Content-Location」属性において、APD454のロケーション要素460との一致
を探してよく、その「Content-Location」(および、リンクされたトランスポートオブジ
ェクト識別子(TOI: transport object identifier)値)に関連するオブジェクト/ファイル
をダウンロードし得る。
【００７５】
　各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、ページが継続的にカルーセルされ得る
のか、それとも特定の時間においてブロードキャストされ得るだけであるのかを決定する
際に、より大きいフレキシビリティを放送事業者に与えるために、ブロードキャスト配送
されるページに関連する1つまたは複数の随意の配信ウィンドウ要素462を含み得る。後者
のオプションは、頻繁に配送される必要がないファイルにとって有益であり得る。アプリ
ケーションによってレンダリングされるべきマルチメディアファイル、またはアプリケー
ションによってフェッチされるべき他の文書などの、補助アプリケーションコンテンツも
、各配信ウィンドウインスタンス中に配送されてよい。この情報は、配信ウィンドウ要素
462の子要素の中に含まれ得る。そのような子要素の例が図4Cに示され、図4Cは一実施形
態によるデータ構造図470を含む。データ構造図470は、配信ウィンドウ要素462が子要素-
補助アプリケーションコンテンツ要素464を有することを除いて、図4Bに示すデータ構造
図450と類似である。配信ウィンドウ要素462が補助アプリケーションコンテンツ要素464
を搬送する各インスタンスは、放送事業者アプリケーションが動作し始めている前に出現
するように規定され得る。代替として、配信ウィンドウ要素462が補助アプリケーション
コンテンツ要素464を搬送する各インスタンスは、放送事業者アプリケーションが動作し
始めている後に出現するように規定されてもよい。どちらの実装形態でも、配信ウィンド
ウは、アプリケーションが、その配信ウィンドウ中に送られるアプリケーションコンテン
ツを求める要求を行う前に出現し、それによって、コンテンツが受信機によってダウンロ
ードおよび記憶されるとともに、後でアプリケーションによって要求されるとアプリケー
ションに配送されることが可能になる。アプリケーションによる要求に応答して、要求さ
れたコンテンツを直ちに戻すための能力は、アプリケーションに関連する対話式メディア
コンテンツのより高速な表示などの、改善されたエンドユーザエクスペリエンスをもたら
し得る。
【００７６】
　各配信ウィンドウ要素462は、アプリケーションコンテンツアイテムを受信機デバイス
に配送するための開始時刻および終了時刻を指定する、開始時刻属性および終了時刻属性
を含み得る。現在時刻が開始時刻および終了時刻の外側にある場合、受信機デバイスはア
プリケーションコンテンツアイテムを取得しなくてよい。特定の配信ウィンドウ要素462
に関連する補助アプリケーションコンテンツ要素464の各インスタンスはまた、その配信
ウィンドウ区間中に配送される補助アプリケーションコンテンツについての情報を含み得
る。たとえば、補助コンテンツ要素464は、「tsiRef」と標示されるトランスポートセッ
ション識別子(TSI)によって規定されるような、そのコンテンツが搬送されるLCTチャネル
またはFLUTE/ROUTEセッションの識別情報を含み得る。補助アプリケーションコンテンツ
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要素464の中に含まれる追加の情報は、その配信ウィンドウ中のアプリケーションコンテ
ンツブロードキャストのHTTP-URLの形式で、「location」と標示されるリソース識別子を
含み得る。このコンテンツ識別子により、FLUTE受信機またはROUTE受信機が、FLUTE FDT
またはROUTE EFDTの中の「Content-Location」属性の一致する値によって、ダウンロード
すべきFLUTEセッションまたはROUTEセッションにおけるアプリケーションファイルオブジ
ェクトを見つけることが可能になる。補助アプリケーションコンテンツ要素464の中に含
まれ得る他の情報は、所与の補助アプリケーションコンテンツアイテムがそれの実行中に
放送事業者アプリケーションによる使用のために要求されると予想される、「numberOfUs
e」と標示される回数を含み得る。たとえば、特定のビデオファイルがアプリケーション
によって複数回レンダリングされる場合、受信機は、アプリケーションによるそのコンテ
ンツを求める最後の要求の前に、そのビデオファイルを永続的なストレージの中に保持す
ることを選んでよい。
【００７７】
　コンテンツをブロードキャストする放送事業者(たとえば、サーバ)は、配信ウィンドウ
要素462のバージョンを指定するバージョン識別子属性を各配信ウィンドウ要素462内に含
めてよい。同じバージョン識別子を共有する複数の配信ウィンドウ要素は、配信ウィンド
ウがアクティブである間、同じファイルまたはファイルのセットを送信する。コンテンツ
をブロードキャストする放送事業者(たとえば、サーバ)はまた、補助アプリケーションコ
ンテンツに関連する1つまたは複数のキーワードを指定するフィルタ属性を各配信ウィン
ドウ要素462内に含めてよい。たとえば、放送事業者は、1つまたは複数のキーワードを受
信機に提供し得る。1つまたは複数のキーワードは、アプリケーションプログラミングイ
ンターフェース(API)を介して受信機に提供され得る。配信ウィンドウ要素462を受信する
と、受信機プロセッサは、フィルタ属性において指定された1つまたは複数のキーワード
を、放送事業者によって提供された1つまたは複数のキーワードと比較し得る。指定され
た1つまたは複数のキーワードが、提供された1つまたは複数のキーワードと一致する場合
、受信機プロセッサは、対応する補助アプリケーションコンテンツをダウンロードしてよ
い。指定された1つまたは複数のキーワードが、提供された1つまたは複数のキーワードと
一致しない場合、受信機プロセッサは、対応する補助アプリケーションコンテンツをダウ
ンロードしなくてよい。
【００７８】
　各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、アプリケーションコンテンツアイテム
が放送事業者アプリケーション用の起動ページを含む場合、随意の起動ページロケーショ
ン(「launchPageLocation」と標示される)属性を含む属性のセットを含み得る。起動ペー
ジロケーション属性は、アプリケーションの起動ページまたは開始ページであるHTMLペー
ジを示し得る。各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、放送事業者アプリケーシ
ョンのバージョンID番号を記憶するバージョン属性を含み得る。
【００７９】
　各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、関連する放送事業者アプリケーション
に関連するタスクを実行するための受信機デバイスの最小能力(たとえば、表示能力、ま
たはサポートされるウェブAPI)を要約する、必須能力属性(「requiredCapabilities」と
標示される)を含み得る。各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、アプリケーショ
ンコンテンツがアプリケーションのメディアファイルをレンダリングするためのメディア
プレーヤを含むかどうか、または受信機デバイスがアプリケーションを実行するためにデ
バイス上のネイティブプレーヤを使用すべきかどうかを示す、リニアサービス対応属性(
「linearServiceEnabling」と標示される)を含み得る。
【００８０】
　各アプリケーションコンテンツ要素458はまた、新たなチャネルまたはサービスも同じ
アプリケーションコンテンツアイテムを利用する場合に、放送事業者が提供するアプリケ
ーションをチャネル/サービス変更時に削除しないように受信機デバイスに知らせるため
に使用され得る、結合サービス属性(「coupledServices」と標示される)を含み得る。た
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とえば、放送事業者または局は、それの割り振られた帯域幅の中で、または他の局/放送
事業者との共有帯域幅の中でさえ、複数のリニアサービス/TVチャネルを運用することが
ある。同じ局に属するサービスは、単一/共通の放送事業者アプリケーションを使用する
ことがあり、そのため、同じ局または放送に属するチャネルまたはサービスの間での変更
は、アプリケーションコンテンツアイテムを削除し、次いで、同じアイテムを再獲得する
ことを必要としない。結合サービス属性は、同じ放送事業者アプリケーションを共有する
サービスのセットを列挙し得る。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、APD454は、それがトランスポートレベルの技巧に関係するの
でパッケージID属性を含まなくてよい。パッケージの中のアプリケーションコンテンツを
アンパックした後、パッケージの中で搬送されるアプリケーション/HTMLページのコンテ
キスト/バージョニングを識別するために、パッケージはアプリケーションバージョンID
属性と比較してこれ以上の用途を有し得ない。
【００８２】
　図5は、様々な実施形態による、アプリケーションコンテンツシグナリング情報を配送
するための方法500を示す。方法500は、通信ネットワーク(たとえば、MBMSネットワーク)
におけるサービスシグナリングサーバ(たとえば、MBMSネットワーク事業者サーバ204、サ
ービスシグナリングサーバ278など)によって実施され得る。サーバは、様々なクライアン
トデバイス(たとえば、モバイルデバイス、デスクトップ、ラップトップ、メディアデバ
イス、大型スクリーンTVセット)であってよい1つまたは複数の受信機デバイス(たとえば
、受信機デバイス207、276)と通信していてよい。
【００８３】
　ブロック502において、サーバは、アプリケーションコンテンツが1つまたは複数の受信
機デバイスへの配送にとって利用可能であるという通知を受信し得る。通知は、アプリケ
ーションコンテンツを生成するアプリケーションコンテンツサーバまたはアプリケーショ
ンサービスプロバイダによって送信され得る。アプリケーションコンテンツプロバイダま
たはアプリケーションサービスプロバイダは、ブロードキャストサービスプロバイダであ
ってよい。サーバはまた、アプリケーションコンテンツサーバまたはアプリケーションサ
ービスプロバイダからアプリケーションコンテンツを同様に受信し得る。アプリケーショ
ンコンテンツは、リニアサービスの中に含まれる放送事業者アプリケーションに関連する
、アプリケーションサービスもしくはアプリケーションファイル、メディアアセット、ま
たはアプリケーションパッケージの一部として配送される1つまたは複数のコンテンツコ
ンポーネントであり得る。
【００８４】
　ブロック504において、サーバは、受信機デバイスによって獲得されるべきアプリケー
ションの1つまたは複数のアプリケーションコンテンツアイテム用のメタデータフラグメ
ントを生成し得る。メタデータフラグメントは、アプリケーションコンテンツに関連する
データ構造であってよく、放送事業者サービスプロバイダであってよいアプリケーション
コンテンツサーバまたはアプリケーションサービスプロバイダ(たとえば、アプリケーシ
ョンコンテンツプロバイダ280)から受信機デバイスに配送されるべきアプリケーションコ
ンテンツの様々な配送属性およびコンテンツ属性を記述し得る。たとえば、メタデータフ
ラグメントは、図3に示すようなUSBD、または図4A～図4Bに示すようなUSBDによって(たと
えば、URIリンクを通じて)参照されるAPDであってよい。
【００８５】
　ブロック506において、サーバは、配送方法を介した配送のためのアプリケーションコ
ンテンツの属性のセットをメタデータフラグメントに追加し得る。たとえば、アプリケー
ションコンテンツは、ブロードキャストもしくはユニキャスト/ブロードバンドまたはそ
の両方を介して、あるいは追加の配送方法を通じて配送されてよい。アプリケーションコ
ンテンツの各配送方法は、受信機デバイスがアプリケーションコンテンツのロケーション
および他の特性を識別するのを可能にする、属性の関連するセットを有してよい。
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【００８６】
　たとえば、アプリケーションコンテンツがブロードキャストを介して配送され得る場合
、サーバは、ブロードキャスト配送方法要素および属性のセットを、ブロードキャスト配
送方法要素に関連するメタデータフラグメントの中に作成し得る。属性のセットは、ブロ
ードキャストを通じてアプリケーションコンテンツを配送するためのLCTセッションまた
はROUTEセッションのソースフローまたはトランスポートセッション識別子を識別する、
ソース属性を含み得る。属性のセットは、アプリケーションコンテンツを求める要求が受
信機デバイス上のアプリケーションによって開始されなかった場合にLCT/ROUTEセッショ
ンにおける配送オブジェクトを指定する、コンテンツロケーション属性を含み得る。属性
のセットはまた、アプリケーションコンテンツがアプリケーション起動ページも含むのか
、それとも受信機デバイスによって取得および起動されるべき起動ファイルも含むのかを
示す、アプリケーション起動ページまたは起動ファイルインジケータを含み得る。属性の
セットはまた、アプリケーションコンテンツアイテムが複数のコンテンツアイテムを有す
るコンテンツパッケージの一部である場合にパッケージ識別子を指定する、パッケージID
属性を含み得る。属性のセットはまた、アプリケーションコンテンツアイテムの異なるバ
ージョン(たとえば、メディアファイルの異なる解像度、符号化、もしくはビットレート
、またはアプリケーションファイルに対して修正されたアプリケーション論理)を識別す
るために使用される、バージョン識別子を含み得る。
【００８７】
　同様に、アプリケーションコンテンツがユニキャストを介して配送され得る場合、サー
バは、ユニキャスト配送方法要素および属性のセットを、ユニキャスト配送方法要素に関
連するメタデータフラグメントの中に作成し得る。属性のセットは、各アプリケーション
コンテンツのインターネットメディアタイプまたはMIMEタイプを識別する、コンテンツタ
イプ属性を含み得る。属性のセットは、各アプリケーションコンテンツアイテムのURIを
指定するコンテンツロケーション属性を含み得る。属性のセットはまた、アプリケーショ
ンコンテンツがアプリケーション起動ページも含むのか、それとも受信機デバイスによっ
て取得および起動されるべき起動ファイルも含むのかを示す、アプリケーション起動ペー
ジまたは起動ファイルインジケータを含み得る。属性のセットはまた、アプリケーション
コンテンツアイテムが複数のコンテンツアイテムを有するコンテンツパッケージの一部で
ある場合にパッケージ識別子を指定する、パッケージID属性を含み得る。属性のセットは
また、各アプリケーションコンテンツアイテムの異なるバージョン(たとえば、メディア
ファイルの異なる解像度、符号化、もしくはビットレート、またはアプリケーションファ
イルに対して修正されたアプリケーション論理)を識別するために使用される、バージョ
ン識別子を含み得る。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、メタデータフラグメントがAPDである場合、APDは、図4Bに示
すような属性の代替セットを記憶し得る。たとえば、APDは、各々が通信規格または通信
技術に関連する1つまたは複数のHTMLページパッケージ要素を含み得る。各HTMLページパ
ッケージは、各アプリケーションコンテンツアイテムが位置するURIを指定するパッケー
ジロケーション要素、および配送方法(たとえば、ブロードキャスト、ユニキャスト)を指
定するトランスポート属性を含み得る。各HTMLページパケットはまた、各々がアプリケー
ションコンテンツがダウンロードされ得るときの時間ウィンドウの開始時刻属性および終
了時刻属性を指定する、1つまたは複数の配信ウィンドウ要素を含み得る。各アプリケー
ションコンテンツ要素はまた、放送事業者アプリケーション用の起動ページを参照する起
動ページロケーション属性、アプリケーションのバージョンID、アプリケーションを実行
するための受信機デバイスの必須属性、リニアサービスイネーブラフラグ、およびアプリ
ケーションに関連する1つまたは複数のサービスのリストを含み得る。たとえば、受信機
デバイスがサービスのリスト上にある別のサービスに切り替える場合、受信機デバイスは
、同じアプリケーションコンテンツを再びダウンロードするのではなく、現在獲得されて
いるアプリケーションコンテンツを再使用し得る。
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【００８９】
　決定ブロック508において、サーバは、アプリケーションコンテンツが、メタデータフ
ラグメントの中にそのための配送方法要素がない追加の配送方法を介して配送され得るか
どうかを決定し得る。たとえば、サーバは、ブロードキャストを介したアプリケーション
コンテンツの配送のための属性のセットをメタデータフラグメントに追加し得る。サーバ
は、アプリケーションコンテンツがまた、ユニキャストを介して配送され得ると決定し得
る。
【００９０】
　アプリケーションコンテンツが、メタデータフラグメントの中にそのための配送方法要
素がない追加の配送方法を介して配送され得るという決定に応答して(たとえば、決定ブ
ロック508=「Yes」)、サーバは、ブロック506において、追加の配送方法を介した配送の
ためのアプリケーションコンテンツの属性のセットをメタデータフラグメントに追加し得
る。言い換えれば、サーバは、配送方法要素を作成してよく、アプリケーションコンテン
ツの配送方法ごとに属性の関連するセットを追加してよい。
【００９１】
　アプリケーションコンテンツが、メタデータフラグメントの中にそのための配送方法要
素がない追加の配送方法を介して配送されなくてよいという決定に応答して(たとえば、
決定ブロック508=「No」)、サーバは、ブロック510において、メタデータフラグメントを
受信機デバイスに送信し得る。このようにして、方法500により、サーバが、アプリケー
ションコンテンツのコンテンツ属性および配送属性を生成するとともに、それを受信機デ
バイスがアプリケーションコンテンツを取得し得るように受信機デバイスへ送信すること
が可能になる。
【００９２】
　方法500の動作は、様々な異なるメタデータフラグメントの生成をもたらし得る。たと
えば、以下は、起動ページまたは起動ファイルを含みブロードキャストを介して配送され
るアプリケーションコンテンツのための例示的なUSBDであり得る。
　<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
　<bundleDescription xmlns="http://www.atsc.org/XMLSchemas/ATSC3/Delivery/ROUTEU
SD/1.0/" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:schemaLocatio
n="http://www.atsc.org/XMLSchemas/ATSC3/Delivery/ROUTEUSD/1.0.xsd">
　<userServiceDescription globalserviceId="http://xbc.com/serviceX/" serviceId="
65535" serviceStatus="true"
　....
　<deliveryMethod>
　<broadcastAppService>
　<tsiRef isEntryPt="true">123</tsiRef>
　</broadcastAppService>
　</deliveryMethod>
　</userServiceDescription>
　</bundleDescription>
【００９３】
　図6は、様々な実施形態による、ユーザサービスバンドル記述(USBD)を使用して受信機
デバイスの中でアプリケーションコンテンツシグナリング情報を取得するための方法600
を示す。方法600は、通信ネットワーク(たとえば、MBMSネットワーク)におけるサービス
シグナリングサーバ(たとえば、MBMSネットワーク事業者サーバ204、サービスシグナリン
グサーバ278など)と通信している受信機デバイス(たとえば、受信機デバイス207、276)の
プロセッサによって実施され得る。受信機デバイスは、様々なクライアントデバイス(た
とえば、モバイルデバイス、デスクトップ、ラップトップ、メディアデバイス)のうちの1
つであってよい。
【００９４】
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　ブロック602において、受信機デバイスプロセッサは、サーバからメタデータフラグメ
ントを受信し得る。メタデータフラグメントは、USBD、またはやはりサーバから受信され
USBDによって参照されるAPDであってよい。たとえば、USBDは、APDのロケーションを指す
URIを記憶していることがある。サーバは、放送事業者サービスプロバイダであってよい
アプリケーションコンテンツサーバまたはアプリケーションサービスプロバイダ(たとえ
ば、アプリケーションコンテンツプロバイダ280)からの、アプリケーションコンテンツア
イテムが受信機デバイスへの配送のための準備ができているという通知に応答して、メタ
データフラグメントを受信機デバイスへ送信していることがある。アプリケーションコン
テンツアイテムは、リニアサービスの中に含まれる放送事業者アプリケーションに関連す
る、アプリケーションサービス、1つもしくは複数のHTMLページ、またはアプリケーショ
ンファイル、メディアアセット、あるいはアプリケーションパッケージの一部として配送
される任意のコンテンツコンポーネントであり得る。
【００９５】
　説明したように、メタデータフラグメントは、アプリケーションコンテンツアイテムに
関連するデータ構造であり得る。メタデータフラグメントは、アプリケーションコンテン
ツサーバまたはアプリケーションサービスプロバイダから受信機デバイスに配送されるべ
きアプリケーションコンテンツアイテムの様々な配送属性およびコンテンツ属性を記述し
得る。メタデータフラグメントは、アプリケーションコンテンツアイテム用の配送方法要
素の1つまたは複数のインスタンスを含み得る。各配送方法要素は、アプリケーションコ
ンテンツアイテム用の配送方法(たとえば、ブロードキャスト、ユニキャスト/ブロードバ
ンド)を示し得る。各配送方法要素は、関連する配送方法に対してアプリケーションコン
テンツアイテムの様々なロケーション属性およびコンテンツ属性を記述する属性のセット
を含み得る。たとえば、属性のセットは、アプリケーションコンテンツアイテムのロケー
ションおよびコンテンツタイプ、アプリケーションコンテンツアイテムのバージョン識別
子またはパッケージ識別子、ならびにアプリケーション起動ページまたは起動ファイルイ
ンジケータを含み得る。
【００９６】
　決定ブロック604において、プロセッサは、受信機デバイス上で実行中のアプリケーシ
ョンがアプリケーションコンテンツアイテムを要求したかどうかを決定し得る。いくつか
の事例では、現在実行中のアプリケーションが、アプリケーションコンテンツアイテムを
求める要求を開始していることがある。他の事例では、要求は、アプリケーションコンテ
ンツアイテムを利用するアプリケーションが初期化(たとえば、アプリケーションの起動
の前にアプリケーションコンテンツアイテムを収集すること)している前に送られてよい
。
【００９７】
　受信機デバイス上で実行中のアプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテム
を要求しなかったという決定に応答して(すなわち、決定ブロック604=「No」)、プロセッ
サは、ブロック606において、アプリケーションコンテンツアイテムの1つまたは複数の配
送方法を識別し得る。1つまたは複数の配送方法は、メタデータフラグメントの中での配
送方法要素の存在によって識別され得る。たとえば、メタデータフラグメントの中にブロ
ードキャスト配送方法要素が存在する場合、アプリケーションコンテンツアイテムは、ブ
ロードキャストを介して配送されてよい。メタデータフラグメントの中にユニキャスト配
送方法要素が存在する場合、アプリケーションコンテンツアイテムは、ユニキャストを介
して配送されてよい。2つ以上の配送方法が存在する場合、アプリケーションコンテンツ
アイテムは、複数の配送方法を介して配送されてよい。
【００９８】
　受信機デバイス上で実行中のアプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテム
を要求したという決定に応答して(すなわち、決定ブロック604=「Yes」)、プロセッサは
、ブロック608において、アプリケーションコンテンツアイテムの1つまたは複数の配送方
法を識別し得る。1つまたは複数の配送方法は、コンテンツを獲得するためにアプリケー
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ションによって生成された要求URLに対して、パターンがメタデータフラグメントの中の
ベースパターン要素に一致することによって識別され得る。メタデータフラグメントの中
の各配送方法要素は、それぞれの配送方法を通じてアプリケーションコンテンツを取得す
るためのベースURLに対応し得る関連するベースパターン子要素を有し得る。
【００９９】
　たとえば、メタデータフラグメントがブロードキャスト配送方法要素を含む場合、プロ
セッサは、ブロードキャスト配送方法要素のベースパターン子要素を、アプリケーション
によって生成された要求URLと比較し得る。要求URLの連続する部分に対する完全な一致が
ある場合、そのことは、アプリケーションコンテンツアイテムがブロードキャストを介し
て送信されてよいことを示す。メタデータフラグメントがユニキャスト配送方法要素を含
む場合、プロセッサは、ユニキャスト配送方法要素のベースパターン子要素を、アプリケ
ーションによって生成された要求URLと比較し得る。要求URLの連続する部分に対する完全
な一致がある場合、そのことは、アプリケーションコンテンツアイテムがユニキャストを
介して送信されてよいことを示す。メタデータフラグメントが、要求URLと一致するベー
スパターン子要素を有する複数の配送方法要素を含む場合、アプリケーションコンテンツ
アイテムは、複数の配送方法を介して配送されてよい。
【０１００】
　ブロック606または608においてアプリケーションコンテンツアイテムの1つまたは複数
の配送方法を識別した後、プロセッサは、ブロック610において、識別された配送方法の
中からアプリケーションコンテンツアイテムの配送方法を選択し得る。識別された1つの
配送方法がある場合、プロセッサは、その配送方法を選択してよい。識別された複数の配
送方法がある場合、プロセッサは、ブロードキャストまたはブロードバンドを介したネッ
トワーク条件およびパケット転送レート、アプリケーション設定または受信機デバイス設
定、ならびにユーザ選好またはユーザ設定などの、いくつかのファクタに基づいて配送方
法を選択してよい。
【０１０１】
　ブロック612において、プロセッサは、選択された配送方法に関連する属性のセットか
らアプリケーションコンテンツアイテムのロケーションを決定し得る。選択された配送方
法に関連する属性のセットは、アプリケーションコンテンツアイテムのロケーションおよ
び/またはコンテンツタイプを記述する1つまたは複数の属性を含み得る。たとえば、選択
された配送方法がブロードキャストである場合、アプリケーションコンテンツアイテムの
ロケーションは、ブロードキャスト配送に関連する属性のセットの中のソース属性によっ
て示され得る。ソース属性は、ブロードキャストを通じてアプリケーションコンテンツア
イテムを配送するためのLCTセッションまたはROUTEセッションのソースフローを識別し得
る。アプリケーションコンテンツアイテムを求める要求が受信機デバイス上のアプリケー
ションによって開始されなかった場合、アプリケーションコンテンツアイテムのロケーシ
ョンは、LCT/ROUTEセッションにおける配送オブジェクトを指定する、属性のセットの中
のコンテンツロケーション属性によってさらに示され得る。LCT/ROUTEセッションは、リ
アルタイムでないデータを搬送中であってよい。
【０１０２】
　別の例では、選択された配送方法がユニキャスト/ブロードバンドである場合、アプリ
ケーションコンテンツアイテムのロケーションは、ユニキャスト配送に関連する属性のセ
ットの中のコンテンツタイプ属性によって示され得る。コンテンツタイプ属性は、アプリ
ケーションコンテンツアイテムのインターネットメディアタイプまたはMIMEタイプを識別
し得る。アプリケーションコンテンツアイテムを求める要求が受信機デバイス上のアプリ
ケーションによって開始されなかった場合、アプリケーションコンテンツアイテムのロケ
ーションは、アプリケーションコンテンツアイテムのURIを指定する、属性のセットの中
のコンテンツロケーション属性によってさらに示され得る。
【０１０３】
　ブロック614において、プロセッサは、選択された配送方法に関連する属性のセットか
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らアプリケーションコンテンツアイテムのバージョン識別子を決定し得る。属性のセット
は、同じアプリケーションコンテンツアイテムの異なるバージョン(たとえば、メディア
ファイルの異なる解像度、符号化、もしくはビットレート、またはアプリケーションファ
イルに対して修正されたアプリケーション論理)を識別するために使用され得る、バージ
ョン識別子属性を含み得る。たとえば、同じメディアファイルの、もっと高い解像度バー
ジョンおよびもっと低い解像度バージョンがあり得る。プロセッサは、以前に獲得された
メディアファイルと同じ解像度を有するメディアファイルを取得しようと希望することが
ある。
【０１０４】
　ブロック616において、プロセッサは、選択された配送方法に関連する属性のセットか
らアプリケーションコンテンツアイテムのパッケージ識別子を決定し得る。属性のセット
は、アプリケーションコンテンツアイテムが特定のコンテンツパッケージ(たとえば、一
緒に取得および提示されるべき関連するコンテンツアイテムの集合)に属することを識別
するために使用され得る、パッケージ識別子属性を含み得る。プロセッサは、アプリケー
ションコンテンツアイテムを、同じパッケージ識別子を有する他のコンテンツアイテムと
一緒にグループ化できる場合がある。
【０１０５】
　受信機デバイス上で実行中のアプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテム
を求める要求を開始した場合(すなわち、決定ブロック604=「Yes」)、プロセッサは、ブ
ロック624において、選択された配送方法を通じて、決定されたロケーションからアプリ
ケーションコンテンツアイテムを取得し得る。たとえば、選択された配送方法がブロード
キャストである場合、プロセッサは、ブロードキャスト配送方法要素の属性のセットによ
って指定されたLCT/ROUTEセッションからアプリケーションコンテンツアイテムを取得し
得る。選択された配送方法がユニキャストである場合、プロセッサは、ユニキャスト配送
方法要素の属性のセットによって指定されたURIからアプリケーションコンテンツアイテ
ムを取得し得る。いくつかの実施形態では、プロセッサは、アプリケーションコンテンツ
アイテムを取得し、それをコンテンツタイプ情報と一緒にアプリケーションに提供する。
アプリケーションは、アプリケーションコンテンツアイテムを利用すべきか否かを決定し
得る。代替実施形態では、アプリケーションは、あらかじめプロセッサに能力情報を提供
してもよい。プロセッサが、アプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテムを
利用することが可能であると能力情報から決定する場合、プロセッサは、アプリケーショ
ンコンテンツアイテムを取得してよい。
【０１０６】
　受信機デバイス上で実行中のアプリケーションがアプリケーションコンテンツアイテム
を求める要求を開始しなかった場合(すなわち、決定ブロック604=「Yes」)、プロセッサ
は、決定ブロック618において、選択された配送方法の属性のセットが、アプリケーショ
ンコンテンツアイテムがアプリケーション起動ページまたは起動ファイルを含むことを示
すかどうかを決定し得る。属性のセットは、アプリケーションコンテンツアイテムがアプ
リケーション起動ページを含むのか、それともアプリケーションコンテンツアイテムの一
部として配送され得る起動ファイルを含むのかを示す、アプリケーション起動ページまた
は起動ファイルインジケータ(たとえば、ブールフラグ)を含み得る。
【０１０７】
　アプリケーション起動ページまたは起動ファイルは、アプリケーションコンテンツアイ
テムの全体であってよく、またはパッケージもしくは複合アプリケーションコンテンツア
イテムの一部であってもよい。たとえば、ブロードキャスト配送では、アプリケーション
コンテンツアイテムのコンテンツタイプが「text/html」である場合、アプリケーション
コンテンツアイテムがアプリケーション起動ページである。代替として、アプリケーショ
ンコンテンツアイテムのコンテンツタイプが「multipart/related」である場合、アプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルは、複合アプリケーションコンテンツアイテム
のルートすなわち最初の本体部分であってよい。ユニキャスト配送の場合、アプリケーシ
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ョンコンテンツアイテムのコンテンツタイプが「text/html」である場合、アプリケーシ
ョンコンテンツアイテムがアプリケーション起動ページであり、ハイパーテキスト転送プ
ロトコル(HTTP)200応答のペイロード本体の中に含まれてよい。代替として、アプリケー
ションコンテンツアイテムのコンテンツタイプが「multipart/related」である場合、ア
プリケーション起動ページまたは起動ファイルは、HTTP200応答のペイロード本体の中に
含まれる複合アプリケーションコンテンツアイテムのルートすなわち最初の本体部分であ
ってよい。
【０１０８】
　選択された配送方法の属性のセットが、アプリケーションコンテンツアイテムがアプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルを含むことを示すという決定に応答して(すな
わち、決定ブロック618=「Yes」)、プロセッサは、ブロック620において、選択された配
送方法を通じて、決定されたロケーションからアプリケーション起動ページまたは起動フ
ァイルを含むアプリケーションコンテンツアイテムを取得し得る。プロセッサは、アプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルからアプリケーションを開始してよく、次いで
、取得された任意のさらなるコンテンツアイテムも処理し得る。いくつかの実施形態では
、取得されたさらなるコンテンツアイテムは、起動されたアプリケーションによる将来の
使用のためにキャッシュされ得る。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション起動ページもしくは起動ファイル、および
/またはいくつかのアプリケーションコンテンツアイテムは、受信機デバイスに転送され
るときに優先順位が付けられてよい。たとえば、アプリケーション起動ページまたは起動
ファイルがブロードキャストのランダムアクセスポイントを通じて配送されてよく、アプ
リケーションコンテンツアイテムが通常のLCT/ROUTEセッションを通じて配送されてよい
。この配送手法は、できる限り指定された時間スケジュールでオブジェクト配送を反復す
るためにファイル配送システムにおいて確立された、「データカルーセル」メカニズムに
似ていることがある。たとえば、受信機デバイスがブロードキャストキャリアまたはサー
ビスのインスタンスに参加する場合、この配送手法は、アプリケーションまたはいくつか
のコンテンツアイテムがいくらかの時間量(たとえば、1時間)内に受信機デバイスにとっ
て利用可能であることを確実にし得る。データアプリケーションにとっての一例は、時間
当り1回の更新を指定する電子サービス案内(ESG: Electronic Service Guide)データオブ
ジェクトであり得る。
【０１１０】
　場合によっては、ランタイムアプリケーションおよび/または他の関連するメディアオ
ブジェクトである、アプリケーションコンテンツアイテムの配送のコンテキストでは、ア
プリケーションコンテンツアイテムの配送は、リニアストリーミングメディアサービスと
相関関係があり得る。詳細には、リニアストリーミングメディアサービス用のスタートア
ップシーケンスがあり得る。このスタートアップポイントは、しばしば、ランダムアクセ
スポイント(RAP: Random Access Point)と呼ばれる。図8は、アプリケーションコンテン
ツアイテムがリニアメディアRAPとの時間的な相関関係において配信される、例示的なプ
ロセスフロー図800を提供する。この手法は、リニアストリーミングサービスを開始する
ためにアプリケーションコンテンツアイテムが必要とされる場合、サービスまたはチャネ
ル変更時間に関する利点を有し得る。
【０１１１】
　図8に示すように、そのようなアプリケーションコンテンツアイテムは、配送の時間に
関して優遇措置を受けてよい(すなわち、リニアメディアサービス開始のために利用され
る他のシグナリングまたはメディアと相関関係にある)。これらのアプリケーションコン
テンツアイテムはまた、配送ロバストネスに対して優遇措置を随意に受けてよい。これら
のアプリケーションコンテンツアイテムを配送するための費用は、物理レイヤにおける容
量の観点から、全データサイズが大きい場合、より甚大であり得る。したがって、全配送
が1つまたは少数の物理レイヤ変換に含まれるとき、組み合わせられた全配送データサイ
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ズが、直交周波数分割多重化(OFDM)変換ごとのペイロードサイズに比べて妥当であるかど
うかという考慮事項があり得る。全データサイズが大きすぎる場合、アプリケーションコ
ンテンツアイテムは、送信パディング問題を回避するために優遇措置を受けないことがあ
る。
【０１１２】
　選択された配送方法の属性のセットが、アプリケーションコンテンツアイテムがアプリ
ケーション起動ページまたは起動ファイルを含むことを示さないという決定に応答して(
すなわち、決定ブロック618=「No」)、プロセッサは、随意のブロック622において、選択
された配送方法を通じて、決定されたロケーションからアプリケーションコンテンツアイ
テムを取得およびキャッシュしてよい。アプリケーションコンテンツアイテムを使用する
準備ができているアクティブなアプリケーションがないので、プロセッサは、アプリケー
ションコンテンツアイテムを取得するとともに後で使用できるようにキャッシュすること
、またはアプリケーションコンテンツアイテムを取得しないことのいずれかを選んでよい
。
【０１１３】
　要するに、方法600により、受信機デバイスがメタデータフラグメントの単一の送信に
おいてアプリケーションコンテンツアイテムの配送属性およびコンテンツ属性を取得する
ことが可能になる。
【０１１４】
　図7は、様々な実施形態による、受信機デバイスの中でアプリケーションコンテンツシ
グナリング情報を取得するための方法700を示す。方法700は、通信ネットワーク(たとえ
ば、MBMSネットワーク)におけるサービスシグナリングサーバ(たとえば、MBMSネットワー
ク事業者サーバ204、サービスシグナリングサーバ278など)と通信している受信機デバイ
ス(たとえば、受信機デバイス207、276)のプロセッサによって実施され得る。受信機デバ
イスは、様々なクライアントデバイス(たとえば、モバイルデバイス、デスクトップ、ラ
ップトップ、メディアデバイス、TVセット)のうちの1つであってよい。
【０１１５】
　ブロック702において、受信機デバイスプロセッサは、サーバからメタデータフラグメ
ントを受信し得る。メタデータフラグメントは、やはりサーバから受信されUSBDによって
参照されるAPDであってよい。たとえば、USBDは、APDのロケーションを指すURIを記憶し
ていることがある。サーバは、ブロードキャストサービスプロバイダであってよいアプリ
ケーションコンテンツサーバまたはアプリケーションサービスプロバイダ(たとえば、ア
プリケーションコンテンツプロバイダ280)からの、アプリケーションコンテンツが受信機
デバイスへの配送のための準備ができているという通知に応答して、メタデータフラグメ
ントを受信機デバイスへ送信していることがある。アプリケーションコンテンツは、リニ
アサービスの中に含まれる放送事業者アプリケーションに関連する、アプリケーションサ
ービス、1つもしくは複数のHTMLページ、またはアプリケーションファイル、メディアア
セット、あるいはアプリケーションパッケージの一部として配送される任意のコンテンツ
コンポーネントであり得る。
【０１１６】
　決定ブロック704において、受信機デバイスプロセッサは、受信機デバイスがアプリケ
ーションコンテンツを実行することが可能であるかどうかを決定し得る。メタデータフラ
グメントは、図4Bを参照しながら説明したようなアプリケーションコンテンツの様々な属
性を記述する属性のセットを含み得る。1つの属性は、アプリケーションコンテンツを実
行または表示するための、デバイスの最小要件(たとえば、最小メモリ、CPU、コーデック
、または帯域幅要件)を指定し得る必須能力属性であり得る。受信機デバイスプロセッサ
は、アプリケーションコンテンツの必須能力属性を受信機デバイスの実際の能力と比較し
得る。
【０１１７】
　受信機デバイスがアプリケーションコンテンツを実行またはレンダリングすることが可
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能でないという決定に応答して(すなわち、決定ブロック704=「No」)、受信機デバイスプ
ロセッサは、ブロック706において、アプリケーションコンテンツを取得しなくてよい。
【０１１８】
　受信機デバイスがアプリケーションコンテンツを実行またはレンダリングすることが可
能であるという決定に応答して(すなわち、決定ブロック704=「Yes」)、受信機デバイス
プロセッサは、決定ブロック708において、現在時刻がアプリケーションコンテンツをブ
ロードキャストする配信ウィンドウ内にあるかどうかを決定し得る。メタデータフラグメ
ントは、アプリケーションコンテンツがその間に取得され得る時間フレームを記述する、
1つまたは複数の配信ウィンドウ要素を記憶し得る。各配信ウィンドウは、開始時刻属性
および終了時刻属性によって規定され得る。各配信ウィンドウは、その配信ウィンドウ中
に配送される補助アプリケーションコンテンツについての情報に関連し得る。情報は、FL
UTEセッションまたはROUTEセッションを識別するトランスポートセッション識別子(TSI)
、FLUTEセッションまたはROUTEセッションに関連するFDTまたはEFDTの中のコンテンツロ
ケーション属性と一致する、補助アプリケーションコンテンツのリソース識別子、および
補助アプリケーションコンテンツがアプリケーションによって使用されると予想されるい
くつかの時間の表示のうちの、少なくとも1つを含み得る。
【０１１９】
　現在時刻がアプリケーションコンテンツを配送するための配信ウィンドウ内にないとい
う決定に応答して(すなわち、決定ブロック708=「No」)、受信機デバイスプロセッサは、
ブロック706において、アプリケーションコンテンツを取得しなくてよい。
【０１２０】
　現在時刻がアプリケーションコンテンツを配送するための配信ウィンドウ内にあるとい
う決定に応答して(すなわち、決定ブロック708=「Yes」)、受信機デバイスプロセッサは
、決定ブロック710において、受信機デバイスがアプリケーションコンテンツをすでに記
憶しているかどうかを決定し得る。いくつかのサービスが、同じアプリケーションコンテ
ンツを利用することがある。メタデータフラグメントは、アプリケーションコンテンツに
関連するサービスを列挙する結合サービス属性を含み得る。受信機デバイスがリストの中
の別のサービスに切り替える場合、受信機デバイスは、アプリケーションコンテンツを再
獲得する必要がない。
【０１２１】
　メタデータフラグメントの中の配送方法がアプリケーションコンテンツに対するブロー
ドキャスト配送の利用可能性を示し、かつメタデータフラグメントの中に配信ウィンドウ
がない場合、受信機は、メタデータフラグメントの中でのトランスポートセッション識別
子参照によって示されるFLUTEセッションまたはROUTEセッションにおいて、アプリケーシ
ョンコンテンツが継続的に利用可能であるものと期待する。
【０１２２】
　受信機デバイスがアプリケーションコンテンツをすでに記憶しているという決定に応答
して(すなわち、決定ブロック710=「Yes」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック706
において、アプリケーションコンテンツアイテムを取得しなくてよい。
【０１２３】
　受信機デバイスがアプリケーションコンテンツをすでに記憶していないという決定に応
答して(すなわち、決定ブロック710=「No」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック71
2において、メタデータフラグメントの中に記憶された属性のセットからアプリケーショ
ンコンテンツの配送方法を選択し得る。メタデータフラグメントは、アプリケーションコ
ンテンツ用の配送方法(たとえば、ブロードキャスト、ユニキャスト)を指定するトランス
ポート属性を記憶し得る。2つ以上の配送方法がある場合、受信機デバイスプロセッサは
、デフォルト設定またはユーザ選択に従って配送方法を選択してよい。
【０１２４】
　ブロック714において、受信機デバイスプロセッサは、属性のセットからアプリケーシ
ョンコンテンツのロケーションを決定し得る。メタデータフラグメントは、アプリケーシ
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ョンコンテンツアイテムのロケーションを指すURIを含むロケーション要素を記憶する。
トランスポート要素が、配送方法がブロードキャストであることを示す場合、受信機デバ
イスは、メタデータフラグメントの中でのトランスポートセッション識別子参照に基づい
て、アプリケーションコンテンツアイテムをダウンロードするためにROUTEセッションま
たはLCTチャネルのうちのどちらかを決定し得る。対応するアプリケーションコンテンツ
を搬送する参照されるROUTE/LCTセッションは、インターネットプロトコル(IP)トランス
ポートレベルにおいて、ソースIPアドレス、宛先IPアドレス、および宛先ポート番号によ
って識別される。
【０１２５】
　ブロック716において、受信機デバイスプロセッサは、属性のセットからアプリケーシ
ョンコンテンツアイテムのバージョン識別子を決定し得る。メタデータフラグメントは、
アプリケーションコンテンツアイテムのバージョン識別子を示すバージョン属性を記憶し
得る。
【０１２６】
　ブロック718において、受信機デバイスプロセッサは、選択された配送方法を通じて、
決定されたロケーションからアプリケーションコンテンツアイテムを取得し得る。随意の
ブロック720において、受信機デバイスプロセッサは、アプリケーションコンテンツアイ
テムをキャッシュし得る。たとえば、結合サービス属性がアプリケーションコンテンツに
関連する2つ以上のサービスを列挙する場合、アプリケーションコンテンツアイテムは、
ユーザがリストの中の別のサービスに切り替える場合にキャッシュされ得る。
【０１２７】
　決定ブロック722において、受信機デバイスプロセッサは、アプリケーションコンテン
ツが埋込みプレーヤを含むかどうかを決定し得る。メタデータフラグメントは、アプリケ
ーションコンテンツアイテムが、放送事業者アプリケーションが関連するリニアサービス
をレンダリングするための埋込みプレーヤ(たとえば、ウェブブラウザ、メディアプレー
ヤ)を含むかどうかを示す、リニアサービス対応フラグ(「linearSvcEnabling」と標示さ
れる)を含み得る。
【０１２８】
　アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含むという決定に応答して(
すなわち、決定ブロック722=「Yes」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック724にお
いて、アプリケーションに関連するメディアコンテンツを埋込みプレーヤを用いてレンダ
リングすべきである。受信機デバイスプロセッサは、次いで、決定ブロック728において
、関連する主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされるかどうか
を決定し得る。このことはまた、リニアサービス対応フラグによって示され得る。関連す
る主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされるという決定に応答
して(すなわち、決定ブロック728=「Yes」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック730
において、埋込みプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリングし得る。関連する
主リニアサービスを再生するためにアプリケーションが必要とされないという決定に応答
して(すなわち、決定ブロック728=「No」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック732
において、受信デバイス上のネイティブプレーヤを使用して主リニアサービスをレンダリ
ングし得る。
【０１２９】
　アプリケーションコンテンツアイテムが埋込みプレーヤを含まないという決定に応答し
て(すなわち、決定ブロック722=「No」)、受信機デバイスプロセッサは、ブロック726に
おいて、受信機デバイス上のネイティブプレーヤを用いてアプリケーションに関連するメ
ディアコンテンツをレンダリングし得る。
【０１３０】
　様々な実施形態は、様々な受信機デバイスのいずれにも実装されてよく、その一例が図
9に示される。たとえば、受信機デバイス900は、内部メモリ904および906に結合されたプ
ロセッサ902を含み得る。内部メモリ904および906は、揮発性メモリまたは不揮発性メモ
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リであってよく、セキュアメモリおよび/もしくは暗号化されたメモリ、または非セキュ
アメモリおよび/もしくは暗号化されないメモリ、あるいはそれらの任意の組合せであっ
てもよい。プロセッサ902はまた、抵抗感知タッチスクリーン、静電容量感知タッチスク
リーン、赤外線感知タッチスクリーンなどの、タッチスクリーンディスプレイ912に結合
され得る。追加として、受信機デバイス900のディスプレイは、タッチスクリーン機能を
有する必要がない。受信機デバイス900は、様々な実施形態による、サーバから通信を受
信するように構成されたワイヤレストランシーバ908、セルラーネットワークワイヤレス
モデムチップ916、および/または有線接続インターフェース918の形態で、ネットワーク
インターフェースを含み得る。受信機デバイス900は、互いにかつ/またはプロセッサ902
に結合された、ワイヤレスネットワークを介して通信を送信および受信するための1つま
たは複数の無線信号トランシーバ908(たとえば、Peanut(登録商標)、Bluetooth(登録商標
)、Zigbee(登録商標)、Wi-Fi、無線周波数(RF)無線)、およびアンテナ910を有し得る。受
信機デバイス900は、セルラーデータネットワーク(たとえば、CDMA、TDMA、GSM(登録商標
)、3G、4G、LTE、または任意の他のタイプのセルラーデータネットワーク)を介した通信
を可能にするとともにプロセッサ902に結合されている、セルラーネットワークワイヤレ
スモデムチップ916を含み得る。受信機デバイス900は、プロセッサ902に結合された周辺
デバイス接続インターフェース918を含み得る。周辺デバイス接続インターフェース918は
、1つのタイプの接続を受け入れるように単独で構成されてよく、またはUSB、FireWire、
Thunderbolt、もしくはPCIeなどの共通のもしくはプロプライエタリな様々なタイプの物
理接続および通信接続を受け入れるように複合的に構成されてもよい。周辺デバイス接続
インターフェース918はまた、同様に構成された周辺デバイス接続ポートに結合され得る
。受信機デバイス900はまた、オーディオ出力を提供するためのスピーカー914を含み得る
。受信機デバイス900はまた、プラスチック、金属、または材料の組合せで構築された、
本明細書で説明する構成要素のうちの全部または一部を収容するためのハウジング920を
含み得る。受信機デバイス900は、使い捨てバッテリーまたは充電式バッテリーなどの、
プロセッサ902に結合された電源922を含み得る。充電式バッテリーはまた、受信機デバイ
ス900の外部にあるソースから充電電流を受けるために、周辺デバイス接続ポートに結合
され得る。
【０１３１】
　様々な実施形態はまた、図10に示すサーバ1000などの、様々な市販のサーバデバイスの
いずれにも実装されてよい。そのようなサーバ1000は通常、揮発性メモリ1002、およびデ
ィスクドライブ1004などの大容量の不揮発性メモリに結合された、プロセッサ1001を含む
。サーバ1000はまた、プロセッサ1001に結合されたフロッピーディスクドライブ、コンパ
クトディスク(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD)ディスクドライブ1006を含み得る
。サーバ1000はまた、他のブロードキャストシステムコンピュータおよびサーバに結合さ
れたローカルエリアネットワーク、インターネット、公衆交換電話網、ならびに/または
セルラーデータネットワーク(たとえば、CDMA、TDMA、GSM(登録商標)、3G、4G、LTE、ま
たは任意の他のタイプのセルラーデータネットワーク)などのネットワーク1007とのネッ
トワークインターフェース接続を確立するための、プロセッサ1001に結合されたネットワ
ークアクセスポート1003を含み得る。
【０１３２】
　プロセッサ902および1001は、上記で説明した様々な実施形態の機能を含む、様々な機
能を実行するようにソフトウェア命令(アプリケーション)によって構成され得る、任意の
プログラマブルマイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ、または1つもしくは複数の
多重プロセッサチップであってもよい。いくつかのデバイスでは、ワイヤレス通信機能に
専用の1つのプロセッサ、および他のアプリケーションを実行させるのに専用の1つのプロ
セッサのような、複数のプロセッサが設けられてよい。通常、ソフトウェアアプリケーシ
ョンは、それらがアクセスされプロセッサ902および1001にロードされる前に、内部メモ
リ904、906、1002、1004に記憶され得る。プロセッサ902および1001は、アプリケーショ
ンソフトウェア命令を記憶するのに十分な内部メモリを含み得る。多くのデバイスでは、
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内部メモリは、揮発性メモリ、もしくはフラッシュメモリなどの不揮発性メモリ、または
その両方の混合であってよい。この説明の目的で、メモリへの一般的な言及は、内部メモ
リ、またはデバイスに差し込まれるリムーバブルメモリ、ならびにプロセッサ902および1
001自体の中のメモリを含む、プロセッサ902および1001によってアクセス可能なメモリを
指す。
【０１３３】
　上記の方法の説明およびプロセスフロー図は、例示的な例として与えられるにすぎず、
様々な実施形態のステップが提示された順序で実行されなければならないことを要求また
は暗示するものではない。当業者によって諒解されるように、上記の実施形態におけるス
テップの順序は、任意の順序で実行されてよい。「その後」、「次いで」、「次に」など
の語は、ステップの順序を限定するものではなく、これらの語は単に、方法の説明を通じ
て読者を案内するために使用される。さらに、たとえば、冠詞「a」、「an」、または「t
he」を使用する、単数形での請求項要素へのいかなる言及も、その要素を単数形に限定す
るものと解釈すべきではない。
【０１３４】
　本明細書で開示する実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、ユニット
、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア
、またはその両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアとソフトウェアとのこの互
換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、ユニット、回路、および
ステップが、概してそれらの機能に関して上記で説明されている。そのような機能がハー
ドウェアとして実装されるのか、それともソフトウェアとして実装されるのかは、特定の
適用例および全体的なシステムに課された設計制約によって決まる。当業者は、説明した
機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装決定は、様々な実
施形態の範囲からの逸脱を引き起こすものと解釈すべきではない。
【０１３５】
　本明細書で開示する実施形態に関して説明した様々な例示的な論理、論理ブロック、ユ
ニット、および回路を実装するために使用されるハードウェアは、汎用プロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもし
くはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェア構成要素、または本明細書で説明し
た機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得
る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってよいが、代替として、プロセッサは、
任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン
であってよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DS
Pとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携した1つ
もしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得
る。代替として、いくつかのステップまたは方法は、所与の機能に固有の回路構成によっ
て実行され得る。
【０１３６】
　1つまたは複数の実施形態では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場
合、機能は、非一時的コンピュータ可読媒体または非一時的プロセッサ可読媒体上に1つ
または複数の命令またはコードとして記憶され得る。本明細書で開示する方法またはアル
ゴリズムのステップは、非一時的コンピュータ可読記憶媒体または非一時的プロセッサ可
読記憶媒体上に存在し得るプロセッサ実行可能ソフトウェアユニットにおいて具現化され
得る。非一時的コンピュータ可読記憶媒体または非一時的プロセッサ可読記憶媒体は、コ
ンピュータまたはプロセッサによってアクセスされ得る任意の記憶媒体であってよい。限
定ではなく例として、そのような非一時的コンピュータ可読媒体または非一時的プロセッ
サ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、電気的消去可能
プログラマブルROM(EEPROM)、フラッシュメモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレ
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ージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または所望のプログラム
コードを命令もしくはデータ構造の形態で記憶するために使用され得るとともにコンピュ
ータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含み得る。本明細書で使用するディス
ク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク(登録商標)(disc)、光ディスク
(disc)、DVD、フロッピーディスク(disk)、およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含
み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用
いてデータを光学的に再生する。上記の組合せも、非一時的コンピュータ可読媒体および
非一時的プロセッサ可読媒体の範囲内に含まれる。追加として、方法またはアルゴリズム
の動作は、コンピュータプログラム製品に組み込まれ得る非一時的プロセッサ可読媒体お
よび/または非一時的コンピュータ可読媒体上のコードおよび/または命令の1つまたは任
意の組合せもしくはセットとして存在し得る。
【０１３７】
　開示する実施形態の前述の説明は、任意の当業者が様々な実施形態を作成または使用で
きるようにするために提供される。これらの実施形態への様々な修正は当業者に容易に明
らかとなり、本明細書で定義される一般原理は、様々な実施形態の趣旨または範囲から逸
脱することなく他の実施形態に適用され得る。したがって、様々な実施形態は、本明細書
に示す実施形態に限定されることを意図せず、以下の特許請求の範囲ならびに本明細書で
開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１３８】
　　100　セルラーネットワークシステム
　　102　受信機デバイス
　　104　セルラータワーまたは基地局
　　106　セルラー接続
　　108　サーバ
　　110　インターネット
　　112　サーバ
　　202　アプリケーションサービスエンコーダ
　　204　MBMSネットワーク事業者サーバ
　　206　BMSCサーバ
　　207　受信機デバイス
　　208　HTTPサーバ
　　209　MBMS参照クライアント
　　210　3GPP MBMSクライアント
　　212　HTTPサーバ
　　214　ポリシープロキシおよびカバレージ検出ユニット
　　216　アプリケーションサービス受信機
　　250　ATSC3.0規格ネットワーク
　　252　DASHコンテンツプロバイダ
　　254　MPD生成ユニット
　　256　ISOBMFFカプセル化ユニット
　　258　MPD
　　260　DASHセグメント
　　262　ブロードキャストストリーム送信機
　　264　ブロードキャストストリーム生成器ユニット
　　266　ROUTE送信機
　　268　DASHサーバ
　　270　HTTPサーバ
　　272　ブロードキャストネットワーク
　　274　ユニキャスト/ブロードバンドネットワーク
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　　276　受信機デバイス
　　278　サービスシグナリングサーバ
　　280　アプリケーションコンテンツプロバイダ
　　282　アプリケーションコンテンツサーバ
　　300　USBD
　　302　配送方法要素
　　304　ブロードキャスト配送要素
　　306　属性のセット
　　308　ユニキャスト配送要素
　　310　属性のセット
　　312　ベースパターン子要素
　　314　ベースパターン子要素
　　402　USBD
　　404　APD
　　406　apdURI要素
　　408　アプリケーションコンテンツ特性要素
　　410　属性のセット
　　412　属性のセット
　　452　USBD
　　454　APD
　　456　apdURI要素
　　458　アプリケーションコンテンツ要素
　　460　ロケーション要素
　　462　配信ウィンドウ要素
　　464　補助アプリケーションコンテンツ要素
【図１】 【図２Ａ】
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